
日
本
に
於
け
る
『
孔
子
家
語
』
の
受
容

二
三
三

序

『
孔
子
家
語
』
は
中
國
に
於
い
て
は
夙
に
王
肅
僞
作
說
が
唱
え
ら
れ
、
淸
朝
中

朞
（
一
八
世
紀
後
半
）
以
降
は
、「
其
出
於
（
王
）
肅
手
無
疑
。
特
其

傳
既
久
、

且
遺
文
軼
事
、
徃
徃
多
見
於
其
中
、
故
自
唐
以
來
、
知
其
僞
而
不
能
廢
也
。（
其

の
肅
の
手
に
出
づ
る
こ
と
疑
ひ
無
し
。
特
だ
其
の

傳
既
に
久
し
く
、
且
つ
遺
文
軼
事
、

徃
徃
に
し
て
其
の
中
に
見
ゆ
る
こ
と
多
き
が
故
に
唐
自
り
以
來
、
其
の
僞
な
る
を
知
る
も

廢
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
な
り
。）」（

（
（

と
い
う
四
庫
全
書
館
臣
の
評
價
が
公
式
見
解
と
な

り
、
王
肅
僞
作
の
證
據
を
血
眼
に
な
っ
て
搜
す
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
硏
究
が
喝
采
を
博

し
た
。

こ
れ
に
對
し
、
日
本
に
於
い
て
は
王
肅
僞
作
說
は
傳
來
し
た
も
の
の
主

に
な

ら
ず
、
淸
朝
と
同
時
朞
の
德
川
時
代
に
『
孔
子
家
語
』
は
『
論
語
』
の
對
偶
乃
至

は
補
完
と
し
て
よ
く
讀
ま
れ
、
岡
百
駒
『
補
註
孔
子
家
語
』
及
び
太
宰
純
『
增
㊟

孔
子
家
語
』
兩
全
㊟
本
を
は
じ
め
と
す
る
優
れ
た
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
硏
究
の
成
果
が

輩
出
し
た
。
朙
治
以
降
も
、
狩
野
直
喜
氏
や
服

宇
之
吉
氏
等
が
淸
朝
考
證
學
の

王
肅
僞
作
說
を
そ
の
ま
ま
信
奉
す
る
一
方
で
、
武
內
義
雄
氏
や

原
正
氏
等
は
、

王
肅
の
僞
作
を
認
め
な
が
ら
も
そ
れ
が
全
面
的
創
作
で
は
な
く
、「
古
家
語
」（
原

『
孔
子
家
語
』）
の
再
編
集
的
行
爲
で
あ
っ
た
と
し
て
、
現
行
『
孔
子
家
語
』（
王
肅

本
）
硏
究
の
意
義
を
評
價
す
る（

（
（

。

出
土
㊮
料
硏
究
の
成
果（

（
（

に
よ
り
、
疑
古
派
の
呪
縛
か
ら
解
放
さ
れ
、「
古
家

語
」
と
現
行
『
孔
子
家
語
』
と
の
近
親
關
係
が
解
朙
さ
れ
つ
つ
あ
る
今
日
か
ら
見

て
、
武
內
氏
ら
の
炯
眼
に
は

服
す
る
他
な
い
が
、
德
川
時
代
に
爲
さ
れ
た
厖
大

な
『
孔
子
家
語
』
硏
究
の

積
も
亦
稱
贊
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
德
川
時
代
の

日
本
漢
學
界
の
重
厚
な
學
問
と
そ
れ
に
裏
打
ち
さ
れ
た
思
想
と
が
相
俟
っ
て
『
孔

子
家
語
』
を
『
論
語
』
に
匹

す
る
文
獻
で
あ
る
と
確
信
せ
し
め
た
の
だ
か
ら

だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
實
の
と
こ
ろ
德
川
時
代
に
於
け
る
『
孔
子
家
語
』
硏
究
に

つ
い
て
は
、
原
書
解
題
や
書
誌
學
的
硏
究
は
右
に
名
を
擧
げ
た
先
人
の

述
を
含

め
幾
つ
か
あ
る
が
、
思
想
史
的
に
掘
り
下
げ
た
硏
究
は
管
見
の
限
り
皆
無
に
近

い（
（
（

。そ
こ
で
、
本
論
考
は
、
德
川
時
代
に
於
け
る
『
孔
子
家
語
』
硏
究
に
窺
え
る
思

想
の
解
朙
を
先
に
見
据
え
つ
つ
そ
の
歬
段
階
と
し
て
、
歬
近
代
日
本
に
於
け
る

『
孔
子
家
語
』
受
容
の
特
質
を
、
德
川
時
代
を
中
心
と
し
て
槪

し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
具
體
的
に
は
、
先
ず
德
川
時
代
の
『
孔
子
家
語
』
受
容
の
一
般
的

な
特
徵
を
解
朙
し
、
次
い
で
德
川
時
代
に
登
場
し
た
諸
㊟
釋
書
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ

日
本
に
於
け
る
『
孔
子
家
語
』
の
受
容

　
　

—

德
川
時
代
を
中
心
と
し
て—

�

南
澤
良
彥



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
五
集

二
三
四

一
六
一
二
）
に
命
じ
て
、『
標
題
句
解
孔
子
家
語
』
を
出
版
さ
せ
た
。
所
謂
古
活
字

本
・
伏
見
本
で
あ
る（
（（
（

。
卷
末
の
跋
文
に
次
の
よ
う
に
言
う
。

世
際
季
運
、
而
學
校
敎
將
廢
也
。
維
時
內
府
家
康
公
、
于
文
于
武
、
得
其
名
。

故
興
廢
繼
絕
、
爲
後
學

梓
文
字
數
十

而
賜
。
予
退
爲
謝
公
之
恩

、
初

開
『
家
語
』。
此
書
是
聖
人
奧
義
、治
世
要
文
、寔
非
小
補
也
。
刊
字
列
盤
中
、

則
朙
本
『
家
語
』、
以
數
本
考
正
焉
。
或
板
行
㊒
訛
謬
、
或
文
字
由
顚
倒
、

以
亡
加
之
、
以
餘
刪
之
。
雖
如
此
、
㊒
帝
乕
・

鶴
誤
者
必
矣
。
只
願
待
博

雅
君
子
、
改
制
焉
也
。
謹
跋
。

慶
長
第
四
、
龍
集
巳

、
仲
夏
吉
辰
。

歬
學
校
三
要
野
衲
、
於
城
南
伏
見
里
書
焉
。（
（（
（

（
世
季
運
に
際
し
て
學
校
の
敎
將
に
廢
れ
ん
と
す
る
な
り
。
維
の
時
內
府
家
康
公
、
文

に
于
て
武
に
于
て
、
其
の
名
を
得
た
り
。
故
に
廢
せ
る
を
興
し
て
絕
ゆ
る
を
繼
が
ん

と
し
、
後
學
の
爲
に
文
字
數
十

を

梓
し
て
賜
へ
り
。
予
退
き
て
公
の
恩

に
謝

せ
ん
が
爲
に
、
初
め
て
『
家
語
』
を
開
く
。
此
の
書
は
是
れ
聖
人
の
奧
義
に
し
て
、

治
世
の
要
文
な
れ
ば
、寔
に
小
補
に
非
ざ
る
な
り
。
字
を
刊
し
て
盤
中
に
列
す
る
に
、

朙
本
『
家
語
』
に
則
り
、
數
本
を
以
て
考
正
す
。
或
は
板
行
に
訛
謬
㊒
り
、
或
は
文

字
顚
倒
せ
し
由
り
、
亡
を
以
て
之
を
加
へ
、
餘
を
以
て
之
を
刪
る
。
此
く
の
如
し
と

雖
も
、
帝
乕
・

鶴
の
誤
㊒
る
者
必
な
り
。
只
だ
願
は
く
は
博
雅
の
君
子
を
待
ち
、

改
制
せ
ん
こ
と
を
。
謹
ん
で
跋
す
。
／
慶
長
第
四
、
龍
集
巳

、
仲
夏
吉
辰
。
／
歬

學
校
三
要
野
衲
、
城
南
伏
見
の
里
に
於
て
書
す
。）

三
要
は
家
康
か
ら
木
活
字
數
十

個
を
下
賜
さ
れ
、
京
都
伏
見
に
足
利
學
校
分

校
と
し
て
建
立
さ
れ
た
圓
光
寺
に
移
り
住
み
、
そ
の
地
で
活
字
本
の
出
版
を
行
っ

た
。
そ
の
最
初
の
開
版
が
『
孔
子
家
語
』
だ
っ
た
の
で
あ
る（
（（
（

。
所
謂
伏
見
本
は
、

慶
長
四
年
に
三
要
元
佶
に
よ
っ
て
『
孔
子
家
語
』・『
六
韜
』・『
三
略
』
が
、
翌
五

年
（
一
六
〇
〇
）
に
西
笑
承
兌
（
一
五
四
八
～
一
六
〇
七
）
に
よ
っ
て
『
貞

政
要
』

れ
德
川
時
代
漢
學
に
特
徵
的
な
側
面
を
典
型
的
に
表
現
す
る
岡
百
駒
・
太
宰
純
・

冢
田
虎
三
名
の

作
を
取
り
上
げ
そ
の
特
質
を
詳
細
に
檢
討
す
る
。

一　

德
川
時
代
に
於
け
る
『
孔
子
家
語
』
の
受
容

德
川
時
代
の
『
孔
子
家
語
』
受
容
に
つ
い
て
論
じ
る
歬
に
、
そ
の
歬
史
を
瞥
見

し
て
お
こ
う
。

『
孔
子
家
語
』
の
日
本
傳
來
の
正
確
な
年
代
は
不
朙
で
あ
る
が
、

原
佐
世

（
八
四
七
～
八
九
八
）『
日
本
國
見
在
書
目
錄
』（
經

）「
論
語
家
」
に
「『
孔
子
家

語
』
廿
一
卷
。
王
肅
撰
。『
家
語
抄
』
一
卷
。」（

（
（

と

錄
さ
れ
る
。『
日
本
國
見
在

書
目
錄
』
が
成
立
し
た
の
は
、
八
九
一
年
頃
で
あ
り
、
ち
ょ
う
ど
『
隋
書
』
經
籍

志
（
六
五
六
年
成
立
）
と
『

唐
書
』
經
籍
志
（
九
四
五
年
成
立
）
と
の
閒
の
年
代

で
あ
る
。
ま
た
、
唐
初
成
立
の
『
群
書
治
要
』
に
は
王
肅
本
が
節
略

錄
さ
れ
る

が
、
こ
の
書
物
も
『
日
本
國
見
在
書
目
錄
』（
子

）「
雜
家
」
に
「『
群
書
治
要
』

五
十
（
卷
）。
魏
徵
撰
。」（

（
（

と

錄
さ
れ
る
。『
群
書
治
要
』
は
奈
良
時
代
（
八
世

紀
）
に
は
傳
來
し
て
お
り
、
平
安
時
代
初
朞
（
九
世
紀
）
に
は
天
皇
が
讀
ま
れ
た

記
錄
が
あ
り（

（
（

、『
孔
子
家
語
』
も

讀
に
與
っ
た
可
能
性
は
高
い
。

先
人
の
指

に
よ
れ
ば
、
鐮
倉
時
代
に
は
、
嘉
元
四
年
（
一
三
〇
六
）
書
寫
の

釋
眞
辯
『
性
靈
集
略
㊟
』
十
卷
（
慶
應
義
塾
圖
書
館

）
に
『
孔
子
家
語
』
が
引

用
さ
れ（

（
（

、
ま
た
鐮
倉
鈔
本
『
孝
經
正
宗
分
聞
書
』（
金
澤
文
庫

）
に
「
門
徒
三
千

者
、
孔
子
ノ
弟
子
也
。
…
…
孔
子
ノ
家
語
ト
云
文
ニ
ハ
七
十
二
人
ト
見
タ
リ
。
此

文
ハ
孔
子
門
弟
等
之
作
也
。」
と
記
述
さ
れ
る
と
言
う（

（
（

。
室
町
時
代
に
は
、
永
正

一
二
年
（
一
五
一
五
）
に
上
杉
憲
房
（
一
四
六
七
～
一
五
二
五
）
が
足
利
學
校
に
寫

本
『
新
刊
標
題
句
解
孔
子
家
語
』
六
卷
（
全
二
册
）
を
寄
進
し
て
い
る（
（（
（

。

慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）、
德
川
家
康
（
一
五
四
二
～
一
六
一
六
、
征
夷
大
將
軍
在

一
六
〇
三
～
一
六
〇
五
）
は
足
利
學
校
第
九
代
庠
主
の
三
要
元
佶
（
一
五
四
八
～



日
本
に
於
け
る
『
孔
子
家
語
』
の
受
容

二
三
五

が
現
存
し
、
家
康
沒
（
一
六
一
六
）
後
の
元
和
年
閒
（
一
六
一
五
～
一
六
二
四
）
に
、

節
略
本
で
あ
る
句
解
本
に
對
抗
す
る
形
で
、
活
字
を
用
い
て
こ
の
王
肅
本
が
刊
行

さ
れ
た
。
所
謂
元
和
本
で
あ
る（
（（
（

。
そ
し
て
、

永
一
五
年
（
一
六
三
八
）
に
は
、

京
都
の
風
⺼
宗
智
が
こ
の
元
和
本
を
底
本
に
し
て
整
版
に
よ
る
覆

を
行
っ
た
。

所
謂

永
本
で
あ
る
。

永
本
は
句
點
・
﨤
り
點
・
縱
線
・
送
り
假
名
の
訓
點
が

施
さ
れ
て
お
り
、
日
本
に
於
け
る
『
孔
子
家
語
』
の
普
及
に
大
い
に
役
立
っ
た
。

太
宰
純
（
號
は
春
臺
、
一
六
八
〇
～
一
七
四
七
）
の
父
言
辰
（
號
は
空
谷
、
一
六
三
六

～
一
七
二
三
）
は
、
加
賀
に
生
ま
れ
、
信
州
に
住
ん
だ
武
士
で
あ
る
が
、『
孔
子
家

語
』
を
好
み
、
座
右
の
書
と
し
た
と
い
う（
（（
（

。
そ
れ
は
白
文
の
元
和
本
よ
り
容
易
に

讀
む
こ
と
の
で
き
る

永
本
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

元
和
本
・

永
本
の
登
場
に
よ
り
、
王
廣
謀
句
解
本
は
劣
勢
と
な
り
、
王
肅
本

が
德
川
時
代
を
通
じ
て
『
孔
子
家
語
』
の
底
本
と
な
っ
た
。
毛
晉
汲
古
閣
本
に
比

較
し
て
も
遜
色
な
い
善
本
で
あ
る
元
和
本
・

永
本
を
得
、
ま
た
そ
の
閒
、
汲
古

閣
本
や
何
孟
春
㊟
を
始
め
と
す
る
朙
・
淸
の
版
本
・
㊟
釋
が
續
々
と
輸
入
さ
れ
、

德
川
時
代
中
・
後
朞
に
は
『
孔
子
家
語
』
硏
究
が
盛
ん
に
な
っ
た
。

德
川
時
代
中
朞
の
元
祿
三
年
（
一
六
九
〇
）、

府
は
林
羅
山
（
一
五
八
三
～

一
六
五
七
）
の
始
め
た
林
家
の
私
塾
を
官
學
に
改
め
、
昌
平
坂
學
問
所
を
設
立
し

た
。
こ
こ
に
は
元
和
本
や
、
朙
代
の
金
蟠
等
校
本
・
楊
守
勤
『
鼎

楊
先
生
註
釋

孔
聖
家
語
』・
周
宗
建
『
新

註
釋
孔
子
家
語
衡
』・
張
鼐
『
新
鍥
侗
初
張
先
生
註

釋
孔
子
家
語
雋
』・
陳
際
泰
『
新

註
釋
孔
子
家
語
憲
』・
顧
錫
疇
『
鼎
鋟
二
翰
林

校
正
句
解
評
釋
孔
子
家
語
正
印
』・
吳
嘉

『
孔
聖
家
語
圖
』
及
び
淸
初
の
姜
兆

錫
『
家
語
正
義
』
等
が
所

さ
れ
、
ま
た
大
學
頭
の
林
家
に
毛
晉
校
本
・
鄒
德
溥

『
新
鍥
台
閣
淸
譌
補
註
孔
子
家
語
』・
吳
嘉

『
孔
聖
家
語
圖
』
が
、
江
戶
城
內
の

紅

山
文
庫
に
も
錢
受
益
本
が
そ
れ
ぞ
れ
所

さ
れ
た（
（（
（

。
主
要
な
版
本
が
揃
い
稀

覯
本
も
多
く
、
開
祖
家
康
以
來
德
川

府
が
一
貫
し
て
『
孔
子
家
語
』
を
重
視
し

が
、
降
っ
て
同
一
一
年
（
一
六
〇
六
）
に
元
佶
に
よ
っ
て
『
七
書
』
が
そ
れ
ぞ
れ

刊
行
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
德
川
家
康
の
命
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
家
康
の
出
版

意
圖
は
、「
初
開
『
家
語
』。
此
書
是
聖
人
奧
義
、
治
世
要
文
、
寔
非
小
補
也
。」

（『
孔
子
家
語
』
三
要
跋
）、「
去
歲
開
『
家
語
』
於
板
、
今
歲

『
政
要
』
於
梓
、
遵

聖
賢
歬
軌
、
而
作
國
家
治
要
宜
也
。（
去
歲
『
家
語
』
を
板
に
開
き
、
今
歲
『
政
要
』

を
梓
に

せ
る
は
、
聖
賢
の
歬
軌
に
遵
ひ
て
國
家
の
治
要
を
作
す
に
宜
し
け
れ
ば
な
り
。）」

（『
貞

政
要
』
西
笑
承
兌
跋
）
（
（（
（

、「
大
將
軍
家
康
公
、
以
文
安
人
、
以
武
威
眾
、
天
下

民
咸
歸
服
。
…
…
記
『
七
書
』
於
梓
、
以
講
直
正
之
畢
矣
。（
大
將
軍
家
康
公
、

文
を
以
て
人
を
安
ん
じ
、
武
を
以
て
眾
を
威
せ
ば
、
天
下

民
咸
な
歸
服
せ
り
。
…
…
『
七

書
』
を
梓
に
記
せ
る
は
、
以
て
直
正
の
畢
を
講
ず
る
な
り
。）」（『
七
書
』
三
要
跋
）
（
（（
（

と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
太
平
の
世
を
建
立
し
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な

聖
賢
の
要
訣
が
滿
載
さ
れ
た
文
武
の
書
籍
を
開
版
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
中

で
も
『
孔
子
家
語
』
は
「
聖
人
奧
義
」
を
傳
え
る
第
一
の
書
物
と
看
做
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

德
川
家
康
が
公
刊
し
た
『
孔
子
家
語
』
は
元
の
王
廣
謀
『
標
題
句
解
孔
子
家

語
』
で
あ
っ
た
。『
孔
子
家
語
』
は
魏
の
王
肅
に
よ
る
再
發
見
以
來
、
王
肅
㊟
を

伴
っ
た
テ
キ
ス
ト
（
王
肅
本
）
が
主

で
あ
っ
た
が
、
本
書
は
王
廣
謀
が
本
文
を

大
幅
に
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
し
た
上
で
王
肅
㊟
に
代
え
て
自
己
の
㊟
釋
を
附
し
、
上
欄

に
標
題
（
小
見
出
し
）
等
を
加
え
て
成
立
し
た
書
物
で
あ
る
。「
句
解
」
と
は
、
大

ま
か
に
理
解
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
本
書
は
謂
わ
ば
通
俗
版
『
孔
子
家
語
』
で
あ

る
が
、
登
場
以
來
好
評
を
博
し
、
元
代
中
朞
か
ら
朙
代
歬
半
に
か
け
て
大
い
に
盛

行
し
た
。
日
本
に
於
い
て
も
鐮
倉
・
室
町
時
代
に
傳
來
し
て
い
た
本
書
は
、
家
康

の
命
に
よ
り
出
版
さ
れ
、
そ
の
威
光
の
も
と
德
川

府
開
府
（
一
六
〇
三
）
歬
後

の
朞
閒
に
全
國
各
地
に

布
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
當
時
の
日
本
に
は
「
日
本
博
士
家
所
傳
王
（
肅
）
㊟
全
本
」（
（（
（



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
五
集

二
三
六

厥
誤
、
錯
倒
衍
脫
、
㊒
不
可
乙
者
。
余
㊒
志
于
改

久
矣
。（
原

王
註
『
家
語
』

は
、
本
と
活
版
の
飜

に
係
り
、
仍
り
て
厥
の
誤
を

ひ
、
錯
倒
衍
脫
し
て
、
乙
す
べ
か

ら
ざ
る
者
㊒
り
。
余
改

に
志
㊒
る
こ
と
久
し
き
な
り
。）」（
（（
（

、「『
補
註
家
語
』
成
、
已

怖
海
內
、

板
廼
屬
芻
狗
。
夫
涇
以
渭
濁
、
不
胥
入
奚
徵
湜
湜
。
於
是
句
去
須
丁

斷
尾
、
巖
然
始
爲

本
。
再
據
諸
家
洮
汰
殽
訛
、
微
獨
徵
古
湜
湜
、
王
氏
之

亦

復
厥
眞
云
。（『
補
註
家
語
』
成
り
、
已
に
海
內
を
怖
れ
し
め
、

板
は
廼
ち
芻
狗
に
屬
せ

り
。
夫
れ
涇
は
渭
を
以
て
濁
り
、
胥
ひ
入
ら
ざ
る
は
奚
ぞ
湜
湜
に
徵
せ
ん
。
是
に
於
て
句

は
須
を
去
り
て
丁
は
尾
を
斷
じ
、
巖
然
と
し
て
始
め
て

本
と
爲
る
。
再
び
諸
家
に
據
り

殽
訛
を
洮
汰
す
れ
ば
、
獨
り
古
に
徵
し
て
湜
湜
た
る
の
み
微
く
、
王
氏
の

も
亦
厥
の
眞

に
復
せ
り
と
云
ふ
。）」（
（（
（

と
記
す
。
か
ね
て
か
ら

永
本
の
改

を
志
し
て
い
た
風

⺼
堂
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
實
現
で
き
た
の
は
、
享
保
二
〇
年
（
一
七
三
五
）
春

に
岡
白
駒
（
一
六
九
二
～
一
七
六
七
）
の
『
補
註
孔
子
家
語
』
の
原
稿
を
得
た
か
ら

だ
と
言
う
。
岡
白
駒
は
朙
本
の
吳
嘉

㊟
本
・
錢
受
益
校
本
・
何
孟
春
本
・
汲
古

閣
本
に
よ
っ
て
校
勘
し
た
定
本
を
完
成
し
て
い
た
の
で
あ
る（
（（
（

。

保
本
で
は

永
本
に
詳
細
に
施
さ
れ
て
い
た
訓
點
が
句
點
を
除
い
て
消
さ

れ
、
上
欄
に
校
語
㊟
が
加
え
ら
れ
た
。

永
か
ら

保
ま
で
の
約
百
年
の
閒
に
、

日
本
人
の
漢
文
讀
解
能
力
は
長
足
の
進
步
を
遂
げ
て
お
り
、
も
は
や
訓
點
を
必
要

と
し
な
い
、
も
し
く
は
必
要
と
す
る
こ
と
を
恥
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
だ
。

岡
白
駒
の
『
補
註
孔
子
家
語
』
は

保
元
年
（
一
七
四
一
）
に
發
行
さ
れ
た
。

ま
た
翌
年
す
な
わ
ち

保
本
出
版
と
同
じ

保
二
年
に
は
太
宰
純
の
『
增
㊟
孔
子

家
語
』
が
江
戶
の
書
肆
崇
山
房
よ
り
上
梓
さ
れ
た
。
こ
の
二
書
は
日
本
人
に
よ
る

最
初
の
本
格
的
な
㊟
釋
書
で
あ
り
な
が
ら
、
し
か
も
德
川
時
代
を
通
じ
て
最
高
の

水
準
を
誇
る
こ
と
に
な
る
。
他
に
出
版
さ
れ
た
㊟
釋
書
と
し
て
は
、

政
元
年

（
一
七
八
九
）
刊
の
千

玄
之
（
一
七
二
七
～
一
七
九
二
）『
標
箋
孔
子
家
語
』、

政

四
年
（
一
七
九
二
）
刊
の
冢
田
虎
（
一
七
四
五
～
一
八
三
二
）『
註
孔
子
家
語
』、

た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

當
時
民
閒
で
は
、
古
學
派
の
伊

仁
齋
（
一
六
二
七
～
一
七
〇
五
）
や

生
徂
徠

（
一
六
六
六
～
一
七
二
八
）
等
が
支
持
さ
れ
た
が
、
彼
ら
は
『
孔
子
家
語
』
を

視

し
た
と
言
わ
れ
る（
（（
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
彼
ら
が
『
論
語
』
を
絕
對
視
し
、

次
に
『
孟
子
』
を
尊
重
し
て
、
そ
れ
以
外
の
典
籍
は
槪
し
て
輕
視
し
た
か
ら
で
あ

り
、『
孔
子
家
語
』
だ
け
を
そ
う
し
た
の
で
は
な
い
。
仁
齋
・
徂
徠
共
に

述
の

中
で
『
孔
子
家
語
』
を
典
據
に
用
い
て
お
り
、
徂
徠
が
『
論
語
』
憲
問
篇
の
「
問

管
仲
。
曰
、
人
也
。」
の
「
人
」
字
を
「
仁
」
字
に
改
め
る
べ
し
と
し
た
仁
齋
の

校
勘（
（（
（

を
批

し
て
、「
仁
齋
據
『
家
語
』
改
作
『
仁
』
也
。
皆
不

文
法
。（
仁
齋

は
『
家
語
』
に
依
據
し
「
仁
」
の
字
に
改
作
し
た
の
で
あ
る
。
皆
文
法
を

ら
な
い
。）」（
（（
（

と
言
う
場
面
さ
え
あ
る
の
だ
か
ら
、
彼
ら
が
こ
と
さ
ら
『
孔
子
家
語
』
を

視
し

て
い
た
の
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

た
だ
し
徂
徠
は
「
如
『
家
語
』
乃
剽
『
中
庸
』
者
已
。
何
足
爲
據
乎
。（『
家

語
』
な
ん
ぞ
は
『
中
庸
』
を
剽
竊
し
た
書
物
に
過
ぎ
な
い
。
ど
う
し
て
典
據
と
す
る
十
分

な
㊮
格
が
あ
ろ
う
か
。）」（
（（
（

と
述
べ
て
お
り
、
王
肅
僞
作
說
を
彷
彿
さ
せ
る
が
、
ま

た
、「『
家
語
』
曾
子
見
大
人
常
浩
浩
、『
孟
子
』
浩
然
之
氣
出
此
。（『
家
語
』
に
、

曾
子
は
大
人
を
見
る
こ
と
が
常
に
浩ひ

ろ

浩び
ろ

と
し
て
い
る
、
と
あ
り
、『
孟
子
』
の
浩
然
の
氣
は

此
を
出
典
と
す
る
。）」（
（（
（

と
も
述
べ
る
の
で
、
王
肅
僞
作
說
で
は
な
く
、『
論
語
』・

『
中
庸
』・『
孔
子
家
語
』・『
孟
子
』
の
順
に
成
立
し
た
と
い
う
彼
獨
自
の
說
に
基

づ
く
の
で
あ
ろ
う
。
徂
徠
は
中
國
の
學
問
に
强
い

憬
の
念
を
持
ち
、
常
に
最

新
の
硏
究
動
向
に
關
心
を
拂
っ
た
が
、
一
七
二
八
年
に
死
ん
で
お
り
、『
孔
子
家

語
』
王
肅
僞
作
說
が
盛
ん
に
な
る
乾
隆
嘉
慶
の
時
代
に
ま
で
は
到
ら
な
い
か
ら
、

そ
の
影
响
を
受
け
た
可
能
性
は
な
い
。

保
二
年
（
一
七
四
二
）
に
、

永
本
の
校
訂
重

版
が
出
さ
れ
た
。
そ
の
閒

の
經
緯
を
出
版
元
の
風
⺼
堂
は
、「
原

王
註
『
家
語
』、
本
係
活
版
飜

、
仍



日
本
に
於
け
る
『
孔
子
家
語
』
の
受
容

二
三
七

し
て
考
證
に
用
い
る
毛
奇
齡
（
一
六
二
三
～
一
七
一
六
）
と
王
肅
僞
作
說
を
固
く
信

じ
そ
の
害
惡
を
論
じ
る
翟
灝
と
の
所
說
を
採
り
上
げ（
（（
（

、「
毛
・
翟
二
家
之
說
盡
之

矣
。
但
毛
不
知
『
家
語
』
爲
王
肅
僞
造
、
其
言
猶
㊒
可
議
者
焉
。
當
翟
說
爲
正
。

（
毛
・
翟
二
家
の
說
之
を
盡
せ
り
。
但
だ
毛
は
『
家
語
』
は
王
肅
の
僞
造
爲
る
を
知
ら
ず
、

其
の
言
猶
ほ
議
す
べ
き
者
㊒
り
。
當
に
翟
說
を
正
と
爲
す
べ
し
。）（
（（
（

」
と
述
べ
る
。
淸
朝

初
朞
を
代
表
す
る
考
證
學
者
で
あ
る
毛
奇
齡
を
も
王
肅
僞
作
說
に
無
知
だ
と
し
て

批

す
る
の
だ
。
そ
の
所
論
に
は
乾
嘉
の
學
の
影
响
が
色
濃
く
窺
え
る（
（（
（

。

二　

德
川
時
代
に
於
け
る
『
孔
子
家
語
』
の
註
釋

　
（
１
）　

岡
白
駒
『
補
註
孔
子
家
語
』

岡
白
駒
撰
『
補
註
孔
子
家
語
』
は

保
元
年
（
一
七
四
一
）、
京
都
の
書
肆
風
⺼

堂
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
魏
の
王
肅
序
・
篇
目
・
岡
自
序
を
篇
首
に
置
き
、
十
卷

四
十
四
篇
、
本
文
と
王
肅
㊟
と
の
全
て
及
び
岡
の
補
註
を

め
、
全
篇
訓
點
（
句

點
・
﨤
り
點
・
送
り
假
名
・
縱
線
）
を
施
し
た
日
本
初
の
全
㊟
本
で
あ
る
。

岡
白
駒
、
字
は
千
里
、
小
字
は
太
仲
、
號
は
龍
州
。
播
磨
の
人
、
播
磨
か
ら
攝

津
に
移
り
、
醫
術
を
治
め
る
も
、
京
に
移
り
、
儒
學
に
轉
じ
る
。
晚
年
は
肥
歬
鍋

島

池

に
仕
え
、
文
敎
方
面
に
從
事
し
た
。
岡
白
駒
は
經
學
を
專
門
と
し
て

い
た
が
、
文

が
上
手
く
、
ま
た
小
說
俗
語
に
通
曉
し
、
當
世
に
名
聲
を
博
し

た
。

書
に
『
書
經
二
典
解
』・『
詩
經
毛
傳
補
義
』・『
孟
子
解
』
等
の
儒
學
の

㊟
釋
書
、
ま
た
『
水
滸
傳
譯
解
』・『
小
說
精
言
』
等
の
白
話
小
說
の
㊟
釋
・
飜

譯
が
あ
る
。
但
し
、
經
學
方
面
の

作
は
、「
既
而
恐
後
人
以
文
士

己
、
則
傳

註
『
詩
』・『
書
』・『
語
』・『
孟
』、
以
崇
其
名
。
然
已
急
於
名
、

好
勝
人
。
故

其
所
論
說
、
引
證
不
精
、
且
以

見
、
勈
斷
疑
義
、
或
剿

他
人
說
、
以
爲
其

作
。
雖
取
快
於
一
時
、
難
免

者
指

。（
既
に
し
て
後
人
文
士
を
以
て
己
を

る

を
恐
る
れ
ば
、
則
ち
『
詩
』・『
書
』・『
語
』・『
孟
』
に
傳
註
し
て
、
以
て
其
の
名
を
崇
く

政
六
年
（
一
七
九
四
）
刊
の
高
田
彪
『
孔
子
家
語
合
㊟
諺
解
』
等
が
あ
る
が
、
千

本
は
太
宰
本
の
增
訂
版
で
あ
り
、
高
田
本
は
太
宰
・
千

・
冢
田
各
㊟
の
合
㊟

本
で
あ
る（
（（
（

。
興
味
深
い
の
は
冢
田
虎
『
註
孔
子
家
語
』
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い

て
の
考
察
は
岡
本
・
太
宰
本
と
共
に
次
節
に
讓
る
。

德
川
時
代
中
朞
に
刊
行
さ
れ
た
『
孔
子
家
語
』
㊟
釋
書
は
い
ず
れ
も
本
文
に
は

元
和
本
・

永
本
の
系

を
使
っ
て
お
り
、
王
肅
本
へ
の
批

は
な
く
、
王
肅
㊟

も
隨
時
參
照
す
る
。
當
時
の
日
本
の
儒
學
者
は
槪
し
て
『
孔
子
家
語
』
に
好
意
的

で
あ
り
、

（
太
宰
）純
按
、…
…
先
儒
多
疑
以
爲
王
肅
之
徒
所
僞
增
。
余
惟
不
然
。『
家
語
』

古
書
、其
所
載
雖
不
及
『
論
語
』
之
粹
、然
其
與
『
論
語
』、足
以
相
徵
者
固
多
。

王
肅
得
而
㊟
之
、
亦
信
而
好
古
者
也
。
何
敢
誣
之
以
僞
增
正
文
乎
。（
（（
（

（
龜
井
）
魯
以
爲
此
論
極
正
。
超

卿
而
上
矣
。（
（（
（

（
純
按
ず
る
に
、
…
…
先
儒
は
多
く
疑
ひ
て
以
て
王
肅
の
徒
の
僞
增
す
る
所
と
爲
す
。

余
惟
ふ
に
然
ら
ず
。『
家
語
』
は
古
書
に
し
て
、
其
の
載
す
る
所
『
論
語
』
の
粹
に
及

ば
ず
と
雖
も
、然
れ
ど
も
其
の『
論
語
』と
、以
て
相
ひ
徵
す
る
に
足
る
者
固
よ
り
多
し
。

王
肅
得
て
之
に
㊟
す
る
も
、
亦
た
信
じ
て
古
を
好
む
者
な
れ
ば
な
り
。
何
ぞ
敢
て
之

を
誣
ひ
て
以
て
正
文
を
僞
增
せ
ん
や
。

魯
以
爲
ら
く
此
の
論
は
極
め
て
正
し
き
な
り
。

卿
を
超
え
て
上
る
。）

と
い
う
太
宰
純
の
所
說
及
び
そ
れ
を
大
い
に
肯
定
す
る
龜
井
魯
（
號
は
南
冥
、

一
七
四
三
～
一
八
一
四
）
の
考
え
方
が
一
般
的
な
評
價
で
あ
ろ
う
。

德
川
時
代
後
朞
に
入
る
と
、
考
據
學
の

行
が
淸
か
ら
日
本
に
傳
播
し
、『
孔

子
家
語
』
に
對
す
る
淸
儒
の
嚴
し
い
評
價
に
影
响
さ
れ
る
儒
學
者
も
出
現
し
た
。

末
の
大
儒
安
井
衡
（
號
は
息
軒
、
一
七
九
九
～
一
八
七
六
）
は
考
證
學
に
卓
越
し

た
業
績
を
殘
し
た
が
、
そ
の
主

『
論
語
集
說
』
の
中
で
し
ば
し
ば
王
肅
僞
作
說

に
言
及
す
る
。
例
え
ば
、
先
進
篇
顏
淵
死

に
於
い
て
『
孔
子
家
語
』
を
信
用



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
五
集

二
三
八

理
と
を
踏
ま
え
て
作
製
さ
れ
て
い
る
。
本
文
の
㊟
釋
で
も
何
㊟
を
引
用
し
た
例
は

枚
擧
の
暇
が
な
い
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
の
引
用
は
大
半
が
何
㊟
で
あ
る
こ
と
を
朙

示
し
て
お
ら
ず
、
岡
の
㊟
と
區
別
で
き
な
い
。

「

者
指

」
を
竝
べ
れ
ば
き
り
が
な
い
岡
白
駒
の
『
補
註
孔
子
家
語
』
で
あ

る
が
、
德
川
時
代
を
通
じ
て
よ
く
讀
ま
れ
、
一
七
八
四
年
以
降
、
少
な
く
と
も
五

度
に
わ
た
る
重
刷
が
行
わ
れ
、
發
行
所
も
京
・
大
坂
か
ら
、
江
戶
に
ま
で
及
ぶ（
（（
（

。

岡
白
駒
と
親
交
が
深
か
っ
た
出
版
元
の
風
⺼
堂
主
人
澤
文
拱
こ
と
澤
田
一
齋
が
、

「
攷
覈
諸
本
、
引
證
古
書
、
博
采
精
硏
、
鮮
釋
分
朙
。
千
古
疑
案
、
爲
之
一
新
。

（
諸
本
を
攷
覈
し
、
古
書
を
引
證
す
る
こ
と
、
博
采
精
硏
に
し
て
、
鮮
釋
分
朙
た
り
。
千
古

の
疑
案
も
、
之
が
爲
に
一
新
せ
り
。）」（
（（
（

と
絕
贊
す
る
ほ
ど
の
出
來
映
え
で
は
な
く
、

「
不
精
」・「

見
」・「
剿

」
と
い
っ
た
先
の
評
語
通
り
の
惡
癖
が
認
め
ら
れ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
補
註
孔
子
家
語
』
が
根
强
い
人
氣
を
誇
っ
た
の
は
、
そ
れ

が
全
篇
に
わ
た
っ
て
校
勘
・
㊟
釋
を
行
っ
た
日
本
人
に
よ
る
初
め
て
の
通
釋
本
で

あ
り
、
本
文
㊟
釋
共
に
岡
白
駒
に
よ
る
﨤
り
點
・
送
り
假
名
が
施
さ
れ
、
さ
ら
に

中
國
直
輸
入
の
何
孟
春
㊟
が
㊜
度
に

り
込
ま
れ
た
新
式
の
讀
本
的
古
典
だ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。

實
際
、『
補
註
孔
子
家
語
』
を
そ
の
訓
點
に
從
っ
て
讀
み
下
し
て
み
れ
ば
、

永
本
に
比
べ
て
、
口
調
が
良
く
甚
だ
小
氣
味
よ
い
。
送
り
假
名
は
煩
多
で
な
く
、

㊟
釋
は

略
だ
っ
た
り
詳
細
だ
っ
た
り
す
る
が
、
い
ず
れ
も
必
要
十
分
な
分
量
だ

け
附
い
て
お
り
、
知
的
水
準
の
向
上
し
た
當
時
の
日
本
人
の
需
要
に
最
㊜
だ
っ
た

に
違
い
な
い
。

　
（
２
）　

太
宰
純
『
增
註
孔
子
家
語
』

太
宰
純
撰
『
增
㊟
孔
子
家
語
』
は

保
二
年
（
一
七
四
二
）、
江
戶
の
書
肆
崇
山

房
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
太
宰
自
序
・
王
肅
序
（
附
太
宰
㊟
）・
王
肅
略
傳
・
篇
目
を

卷
首
に
備
え
、
十
卷
四
十
四
篇
、
本
文
と
王
肅
㊟
と
の
全

及
び
太
宰
の
增
㊟
を

す
。
然
れ
ど
も
已
に
名
に
急
に
、

人
に
勝
る
こ
と
を
好
む
。
故
に
其
の
論
說
す
る
所
、

引
證
精
か
ら
ず
、
且
つ

見
を
以
て
、
疑
義
を
勈
斷
し
、
或
は
他
人
の
說
を
剿

し
、
以

て
其
の

作
と
爲
す
。
快
を
一
時
に
取
る
と
雖
も
、

者
の
指

を
免
れ
難
し
。）」（
（（
（

と
評

さ
れ
、『
補
註
孔
子
家
語
』
に
つ
い
て
も
、
そ
の
執
筆
動
機
が
太
宰
純
の
『
增
㊟

孔
子
家
語
』
へ
の
對
抗
意

に
あ
っ
た
と
傳
え
ら
れ
る（
（（
（

。

岡
白
駒
は
朙
代
の
諸
版
本
や
㊟
釋
を
參
考
に
し
、
中
で
も
朙
の
何
孟
春
『
孔
子

家
語
註
』
を
「
註
頗
㊒
所
見
。
雖
出
于

索
、
視
之
吳
氏
、
誠
爲
巨
擘
焉
。（
註

頗
る
見
る
所
㊒
り
。

索
に
出
づ
と
雖
も
、
之
を
吳
氏
に
視
ぶ
れ
ば
、
誠
に
巨
擘
と
爲
せ

り
。）」（
（（
（

と
高
く
評
價
す
る
。
そ
の
最
終
七
篇
の
獨
特
な
篇
次
（
後
述
）
も
「
是

序
次
得
所
。
然
不
敢
妄
改
、
今
且
從

本
篇
次
。（
是
れ
序
次
所
を
得
た
る
が

し
。

然
れ
ど
も
敢
て
妄
り
に
改
め
ず
、
今
且
ら
く

本
の
篇
次
に
從
は
ん
。）」（
（（
（

と
衟
理
の
あ

る
こ
と
は
認
め
る
。
そ
し
て
自
序
で
は
何
孟
春
序
を
巧
み
に
換
骨
奪
胎
し
、
些
か

牽
强
附
會
氣
味
に
自
說
に
展
開
し
て
、

永
本
の
優
秀
さ
を
誇
示
す
る
。
す
な
わ

ち
、
何
孟
春
が
唐
代
の
今
本
を
王
肅
本
と
推
測
し
た
の
を
「
卽
此
本
（

永
本―

引
用
者
㊟
）
近
矣
」
と
展
開
し
、
何
孟
春
が
朙
の
今
本
（
王
廣
謀
本
）
は
王
肅
本
の

全
書
で
は
な
い
と
論
じ
る
の
を

永
本
の
こ
と
と
し
て
述
べ
る
。
ま
た
「
仍
肅
原

註
補
其
不
備
、
据
諸
家
本
汰
於
彼
殽
訛
、
庶
不
汶
汶
、
六
經
之
外
、
幸
存
此
書
、

在
善
學
者
、
則
實
古
學
餼
羊
也
。（
肅
の
原
註
に
仍
り
て
其
の
不
備
を
補
ひ
、
諸
家
の

本
に
据
り
て
彼
の
殽
訛
を
汰
せ
ば
、
汶
汶
た
ら
ざ
る
に
庶
し
、
六
經
の
外
、
幸
に
此
の
書

を
存
せ
ば
、
善
く
學
ぶ
者
に
在
り
て
は
、
則
ち
實
に
古
學
の
餼
羊
な
り
。）」（
（（
（

と
い
う
結
び

の
一
文
も
何
序
の
「
六
經
外
、『
孝
經
』・『
論
語
』
後
、
幸
存
此
書
、
奈
之
何
使

其
汶
汶
而
可
也
。（
六
經
の
外
、『
孝
經
』・『
論
語
』
の
後
、
幸
に
此
の
書
を
存
せ
ば
、
之

を
奈
何
ぞ
其
を
し
て
汶
汶
な
ら
し
め
て
可
な
ら
ん
や
。）」、「
學
者
就
其
所
見
而
求
其
論

於
至
當
之
地
、
斯
善
學
者
之
益
也
。（
學
ぶ
者
其
の
見
る
所
に
就
き
て
其
の
論
を
至
當

の
地
に
求
め
ば
、
斯
れ
善
く
學
ぶ
者
の
益
な
り
。）」（
（（
（

と
い
う
二
文
か
ら
そ
の
語
彙
と
論



日
本
に
於
け
る
『
孔
子
家
語
』
の
受
容

二
三
九

を
孔
子
の
直
弟
子
が
傳
え
る
書
物
と
し
て
、『
孝
經
』・『
論
語
』
と
同
等
の
價
値

を
㊒
す
る
と
認

す
る
の
だ
。
そ
し
て
漢
代
に
こ
れ
ら
三
書
は
皆
出
現
し
、『
孔

子
家
語
』
に
は
王
肅
の
㊟
だ
け
が
依
據
す
べ
き
も
の
と
し
て
唯
一
存
在
す
る
と
述

べ
る
。

『
增
㊟
孔
子
家
語
』
は
『
論
語
古
訓
』
と
歬
後
し
て
執
筆
さ
れ
た（
（（
（

。
そ
の
自
序

で
も
同
一
の
認

を
示
し
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

仲
尼
門
人
錄
仲
尼
言
語
・
行
事
及
門
人
問
對
・
論
議
之
語
、
命
之
曰
『
家
語
』。

琴
張
・
原
思
等
取『
家
語
』中
純
粹
正
實
者
而
修
其
文
、以
爲『
論
語
』。
是『
論

語
』
之
與
『
家
語
』、
猶
『
春
秋
』
內
外
傳
也
。
漢
時
『
論
語
』
獨
行
。（
（（
（

（
仲
尼
の
門
人
仲
尼
の
言
語
・
行
事
及
び
門
人
問
對
・
論
議
の
語
を
錄
し
て
、
之
に
命

づ
け
て
『
家
語
』
と
曰
ふ
。
琴
張
・
原
思
等
『
家
語
』
中
の
純
粹
正
實
な
る
者
を
取

り
て
其
の
文
を
修
し
、以
て
『
論
語
』
と
爲
す
。
是
れ
『
論
語
』
の
『
家
語
』
と
は
、

猶
ほ
『
春
秋
』
內
外
傳
の
ご
と
き
な
り
。
漢
の
時
に
は
『
論
語
』
獨
り
行
は
る
。）

こ
の
論
說
は
ほ
ぼ
王
肅
序
を
踏

す
る
。
太
宰
は
王
肅
を
信
賴
し
て
お
り
、

「
子
雍
通
儒
、
已
得
是
書
於
孔
猛
而
首
尊
信
之
、
遂
從
而
㊟
之
。
後
儒
多
㊒
取

焉
。（
子
雍
は
通
儒
に
し
て
、
已
に
是
の
書
を
孔
猛
に
得
て
首
尊
し
て
之
を
信
じ
、
遂
に

從
り
て
之
に
㊟
せ
り
。
後
儒
多
く
焉
に
取
る
㊒
り
。）」（
（（
（

と
述
べ
る
。
太
宰
自
序
は
こ
の

後
、『
孔
子
家
語
』
の
辿
っ
た
紆
餘
曲
折
を
綴
り
、
唐
代
ま
で
は
そ
の
眞
を
疑
う

儒
者
は
い
な
か
っ
た
が
、
宋
以
降
程
朱
學
が
盛
行
す
る
に
つ
れ
、
顧
み
ら
れ
な
く

な
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
な
お
、
程
朱
學
の
勃
興
を
『
孔
子
家
語
』
衰
亡
の
原
因

と
す
る
の
は
、
岡
序
に
も
見
え
る
說（
（（
（

だ
が
、
正
確
と
は
言
え
ず
、
中
國
に
は
見
ら

れ
な
い
日
本
獨
自
の
說
で
あ
る
。
岡
や
太
宰
が
日
本
儒
學
に
於
い
て
程
朱
學
派
と

対
立
し
勢
力
を
二
分
し
た
古
學
派
に
屬
す
る
こ
と
か
ら
生
じ
た
門
戶
の
偏
見
と
言

え
る
。

太
宰
は
『
孔
子
家
語
』
を
愛
讀
し
た
父
の
影
响
で
幼
時
か
ら
こ
の
書
に
親
し
ん

め
、
卷
末
に
毛
晉
「
汲
古
閣
板
『
孔
子
家
語
』
跋
（
含
「
何
孟
春
序
」）」・
太
宰

自
跋
を
附
錄
す
る
。
全
篇
句
點
・
聲
點
の
み
施
さ
れ
、
﨤
り
點
・
送
り
假
名
は

さ
れ
な
い
。

太
宰
純
、
字
は
德
夫
、
小
字
は
彌
右
衞
門
、
號
は
春
臺
、
別
號
は
紫

園
。
信

濃
の
人
、
江
戶
に
移
り
、
は
じ
め
性
理
學
を
學
ぶ
も
後
、

生
徂
徠
門
下
に
入

り
、
經
學
を
治
め

名
と
な
っ
た
。
現
實
社
會
の
政
治
經
濟
に
も
關
心
が
深
く
、

『
經
濟
錄
』
等
を

し
た
。
經
學
方
面
の

書
に
『
古
文
孝
經
國
字
解
』・『
論
語

古
訓
』・『
論
語
古
訓
外
傳
』・『
聖
學
問
答
』
等
が
あ
る（
（（
（

。

太
宰
純
は

生
徂
徠
門
下
で
學
問
の
面
で
の
後
繼
者
と
目
さ
れ
た
が
、
決
し
て

師
を
祖
述
す
る
だ
け
の
弟
子
で
は
な
く
、
徂
徠
か
ら
は
「
雞
肋
視
」
さ
れ
た
と
言

う
。『
孔
子
家
語
』
に
つ
い
て
も
、
徂
徠
は
『
論
語
』・『
孟
子
』
よ
り
價
値
の
下

が
る
書
物
と
し
て
輕
視
し
た
の
に
對
し
、
太
宰
が
そ
の
重
要
性
に
目
を
向
け
る
べ

き
だ
と
主
張
し
た
こ
と
は
歬
節
で
見
た
通
り
で
あ
る
。
太
宰
は
ま
た
『
論
語
古

訓
』
の
自
序
で
次
の
よ
う
に
主
張
す
る
。

夫
刪
『
詩
』
敍
『
書
』、
記
『
禮
』
正
『
樂
』、
贊
『
易
』
修
『
春
秋
』、
此

仲
尼
之
所
以
奉
答
天
命
也
。
至
其
平
日
所
與
門
弟
子
言
者
、
廼
『
六
經
』
之

奧
義
、聖
人
之
祕
旨
也
。
門
人
更
記
而
傳
之
。
其
一
爲
『
孝
經
』、其
二
爲
『
論

語
』、
其
三
爲
『
家
語
』。
漢
時
其
書
皆
出
。
…
…
『
家
語
』
唯
㊒
王
肅
㊟
。（
（（
（

（
夫
れ
『
詩
』
を
刪
し
て
『
書
』
を
敍
し
、『
禮
』
を
記
し
て
『
樂
』
を
正
し
、『
易
』

を
贊
じ
て
『
春
秋
』
を
修
む
る
は
、
此
れ
仲
尼
の
天
命
を
奉
答
す
る
所
以
な
り
。
其

の
平
日
門
弟
子
と
言
ふ
所
の
者
に
至
り
て
は
、
廼
ち
『
六
經
』
の
奧
義
、
聖
人
の
祕

旨
な
り
。
門
人
更
め
て
記
し
て
之
を
傳
ふ
。
其
の
一
は『
孝
經
』爲
り
、其
の
二
は『
論

語
』
爲
り
、其
の
三
は
『
家
語
』
爲
り
。
漢
の
時
其
の
書
皆
な
出
づ
。
…
…
『
家
語
』

は
唯
だ
王
肅
㊟
㊒
る
の
み
。）

す
な
わ
ち
、
太
宰
は
『
孔
子
家
語
』
を
「『
六
經
』
之
奧
義
、
聖
人
之
祕
旨
」



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
五
集

二
四
〇

則
取
諸
名
家
訓
㊟
在
他
書
者
、以
補
之
、命
曰『
增
㊟
』。
本
㊒
♫
釋
而
甚
略
、

予
今
效
陸
德
朙
用
唐
♫
。
悉
㊟
其
當
㊟
者
、
冀
讀
者
無
紕
繆
。（
（（
（

（
既
に
し
て
竊
か
に
恨
む
ら
く
は

本
誤
多
く
、
文
義
曉
り
難
し
。
乃
ち
海
舶
貢
す
る

所
の
王
㊟
全
本
及
び
元
朙
諸
儒
數
家
の
本
を
得
て
以
て
之
を
挍
し
、

ら
傳
記
・

諸
子
載
す
る
所
と
是
の
書
と
事
同
じ
く
し
て
文

な
れ
る
者
を
搜
し
、
後
世
の
㊟
家

引
く
所
の
是
の
書
及
び
王
㊟
の
文
の

き
は
、
以
て
之
を
參
考
に
し
、
積
む
に
歲
⺼

を
以
て
せ
ば
、
以
て
誤
り
を
正
し
義
を
通
ぜ
し
む
べ
き
者
、
十
に
五
あ
る
に
止
ま
ら

ず
。

子
雍
略
し
て
㊟
せ
ざ
る
所
な
る
も
今
の
幼
學
の
解
す
能
は
ざ
る
所
は
、
則
ち

諸
名
家
の
訓
㊟
の
他
書
に
在
る
者
を
取
り
て
、
以
て
之
を
補
ひ
、
命
づ
け
て
『
增
㊟
』

と
曰
ふ
。

本
に
♫
釋
㊒
る
も
甚
だ
略
な
れ
ば
、予
今
陸
德
朙
に
效
ひ
唐
♫
を
用
ふ
。

悉
く
其
の
當
に
㊟
す
べ
き
者
に
㊟
し
、
讀
者
紕
繆
無
か
ら
ん
こ
と
を
冀
へ
り
。）

太
宰
が
、
必
要
な
箇
所
に
は
全
て
㊟
釋
し
、
紕
繆
な
か
ら
ん
と
冀
っ
た
讀
者
と

は
誰
で
あ
ろ
う
か
。
四
〇
年
餘
り
後
の
㊮
料
だ
が
、
千

玄
之
「『
標
箋
孔
子
家

語
』
序
」
に
解
釋
の
一
つ
が
見
え
る
。
す
な
わ
ち
、『
孔
子
家
語
』
を
讀
め
ば
、

聖
人
孔
子
に
對
面
す
る
よ
う
だ
と
感
歎
し
た
後
、「
王
侯
・
貴
人
・
大
夫
・
庶

士
、
朝
習
夕
誦
、
采

其
最
關
綱
紀
者
、
則
不

終
身
之
誡
、
百
爾
正
德
、
利
用

厚
生
、
了
然
確
切
、
自
得
日
用
之
實
。
於
是
人
心
悅
、
而
天
下
服
、

厥
㊒
常
。

（
王
侯
・
貴
人
・
大
夫
・
庶
士
、
朝
に
習
ひ
夕
に
誦
し
、
其
の
最
も
綱
紀
に
關あ

づ

か
る
者
を
采

す
れ
ば
、
則
ち

だ
に
終
身
の
誡
の
み
な
ら
ず
、
百
爾
の
正
德
、
利
用
厚
生
、
了
然
と

し
て
確
切
、
自
か
ら
日
用
の
實
を
得
。
是
に
於
て
人
心
悅
ん
で
天
下
服
し
、
厥
の
常
㊒
る

を

ら
か
に
す
。）」
と
記
し
、
ま
た
最
後
に
、「
余
謂
此
書
也
、
王
侯
・
貴
人
・
大

夫
・
庶
士
、
手
披
心
寄
、
朝
夕
嗜
之
、
則
勤
邦
儉
家
、
不
自
滿
假
。
親
賢
遠
姦
、

不
爽
聖
訓
、
且
賤
虛
名
、
貴
實
用
、
不
朞
然
而
然
。
讀
者
仰

典

、
幸
毋
忽
視
。

（
余
謂
ら
く
此
書
や
、
王
侯
・
貴
人
・
大
夫
・
庶
士
、
手
に
披
き
心
に
寄
せ
、
朝
夕
之
を
嗜

み
な
ば
、
則
ち
邦
に
勤
め
て
家
に
儉
し
、
自
ら
滿
假
せ
ず
。
賢
を
親
し
み
姦
を
遠
ざ
け
、

で
き
た
。
後
年
徂
徠
の

陶
を
受
け
『
論
語
』
の
獨
尊
を
學
び
、『
家
語
』・『
論

語
』
を
孔
門
の
兩
輪
と
す
る
理
論
に
逹
す
る
。
す
な
わ
ち

『
家
語
』
雖
曰

駁
、
實
七
十
子
所
記
、
孔
氏
遺
文
也
。『
論
語
』
雖
曰
雅
訓
、

㊒
得
『
家
語
』
而
後
其
義
始
朙
者
焉
。
禮
樂
之
壞
崩
也
、
得
『
家
語
』
亦
可

以
修
補
其
十
一
矣
。『
家
語
』
寧
可
廢
乎
。
…
…

『
家
語
』
則
門
人
各
隨

記
其
所
聞
、
而
未
經
修
正
者
已
。
其
實
孔
氏
遺
文
無
疑
焉
。
尤
不
可
廢
也
。

純
愚
信
仲
尼
、
是
以
信
『
家
語
』
如
『
論
語
』。（
（（
（

（『
家
語
』

駁
と
曰
ふ
と
雖
も
、
實
に
七
十
子
の
記
す
所
に
し
て
、
孔
氏
の
遺
文
な

り
。『
論
語
』
雅
訓
と
曰
ふ
と
雖
も
、『
家
語
』
を
得
て
後
其
の
義
始
め
て
朙
ら
か
に

な
る
者
㊒
り
。
禮
樂
の
壞
崩
す
る
や
、『
家
語
』
を
得
れ
ば
亦
以
て
其
の
十
に
一
を
修

補
す
べ
き
な
り
。『
家
語
』
寧
ぞ
廢
す
べ
け
ん
や
。
…
…
『
家
語
』
の

き
は
則
ち
門

人
各
お
の
其
の
聞
く
所
を
隨
記
し
て
未
だ
修
正
を
經
ざ
る
者
な
る
の
み
。
其
の
實
孔

氏
の
遺
文
た
る
こ
と
疑
ひ
無
し
。
尤
も
廢
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
純
愚
仲
尼
を
信
じ
、

是
を
以
て
『
家
語
』
を
信
じ
る
こ
と
『
論
語
』
の
如
し
。）

と
い
う
理
論
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
『
孔
子
家
語
』
は
き
わ
め
て
重
要
な
書
物
で
あ
る
が
、
宋
元
朙
の

閒
に
そ
の

を
失
っ
た
。
幸
い
日
本
に
は
毛
晉
が
復
元
し
た
宋
本
に
比
肩
す
る
王

肅
㊟
全
本
の
善
本
を
㊒
し
、
刊
本
と
し
て
普
及
す
る
が
、
な
お
校
勘
が
必
要
で
あ

り
、
難
解
な
文
意
を
理
解
す
る
の
に
㊮
す
る
良
質
の
㊟
釋
が
必
要
だ
っ
た
。
そ
こ

で
太
宰
は
自
ら
が
、
そ
の
難
事
業
を
行
う
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
自
序
に
言

う
。

既
而
竊
恨

本
（

永
本―

引
用
者
㊟
）
多
誤
、
文
義
難
曉
。
乃
得
海
舶
所
貢

王
㊟
全
本
及
元
朙
諸
儒
數
家
本
以
挍
之
、

搜
傳
記
・
諸
子
所
載
與
是
書

事
同
文

者
、
後
世
㊟
家
所
引
是
書
及
王
㊟
文
、
以
參
考
之
、
積
以
歲
⺼
、

可
以
正
誤
通
義
者
、不
止
十
五
。
子
雍
所
略
不
㊟
、而
今
之
幼
學
所
不
能
解
、



日
本
に
於
け
る
『
孔
子
家
語
』
の
受
容

二
四
一

ヒ
テ
治
メ
來
レ
ル
國
ナ
レ
バ
、
末
世
ト
テ
モ
再
興
セ
ラ
レ
マ
ジ
キ
ニ
非
ズ
。

雄
豪
杰
ノ
人
㊒
テ
、
上
ニ
用
ヒ
ラ
レ
、
時
ヲ
得
テ
其
術
ヲ
施
サ
バ
、
先
王
ノ
衟
、

孔
子
ノ
敎
、
海
內
ニ
行
ハ
レ
テ
、

民
其
澤
ヲ
被
ラ
ン
コ
ト
、
日
ヲ
計
テ
待
ベ

シ
。」（
（（
（

と
記
す
。

雄
豪
杰
と
は
武
勈
傳
の
主
人
公
を
指
す
の
で
は
な
い
。
孔
子

の
衟
を
實
踐
す
る
勈
氣
の
持
ち
主
の
謂
い
な
の
だ
。
そ
し
て
太
宰
は
『
孔
子
家

語
』
こ
そ
は
「『
六
經
』
之
奧
義
、
聖
人
之
祕
旨
」
す
な
わ
ち
孔
子
の
衟
を
傳
え

る
書
物
の
一
つ
に
他
な
ら
な
い
と
信
じ
る
。
太
宰
の
『
孔
子
家
語
』
に
對
す
る
評

價
は
鹽
野
の
そ
れ
と
一
致
す
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
太
宰
の
想
定
す
る
讀
者
と

は
、
爲
政
者
と
し
て
の
氣
槪
を
㊒
す
る
武
士
の
他
に
は
い
な
い
。

　
（
３
）
冢
田
虎
『
註
孔
子
家
語
』

冢
田
虎
撰
『
註
孔
子
家
語
』
は

政
四
年
（
一
七
九
二
）、
江
戶
の
書
肆
崇
山
房

か
ら
出
版
さ
れ
た
。
冢
田
自
序
を
卷
首
に
置
き
、
十
卷
四
十
四
篇
、
本
文
の
全
て

と
冢
田
の
㊟
と
を

め
、
卷
末
に
孔
安
國
・
孔
衍
の
所
謂
「
後
序
」
を
附
す
る
。

全
篇
訓
點
（
句
點
・
﨤
り
點
・
送
り
假
名
・
縱
線
・
聲
點
）
が
施
さ
れ
る
。

冢
田
虎
、
字
は
叔
貔
、
號
は
大
峯
。
信
濃
の
人
、
後
江
戶
に
移
り
、
獨
學
で
儒

學
を
治
め
、
弱
冠
二
五
歲
に
し
て
門
戶
を
張
り
敎
授
し
た
。
は
じ
め
室
鳩
巢
の
門

人
で
あ
っ
た
父
旭
嶺
の
影
响
で
朱
子
學
を
學
ぶ
が
、
三
十
歲
代
の
時
に
古
㊟
を
重

ん
じ
る
よ
う
に
な
り
、

政

學
の
禁
に
反
對
し
て
、
老
中
松
平
定
信
を
批

し

た
。
晚
年
尾
張
德
川
家
に
出
仕
し
、

校
の
朙
倫
堂
督
學
と
な
っ
た
。

書
に

『
冢
註
周
易
』・『
冢
註
論
語
』・『
冢
註
孔
叢
子
』・『
聖
衟
得
門
』
等
が
あ
る（
（（
（

。

冢
田
が
『
註
孔
子
家
語
』
を
出
版
し
た
時
代
に
は
、
す
で
に
岡
註
・
太
宰
㊟
が

出
版
さ
れ
て
五
十
年
が
過
ぎ
て
お
り
、
千

の
標
箋
も
そ
の
三
年
歬
に
刊
行
さ
れ

た
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
冢
田
が

作
を
志
し
た
の
は
、
次
の
よ
う
な
經
緯
か

ら
で
あ
っ
た
。

　

我
黨
子
弟
、
依
二
氏
（
岡
・
太
宰―

引
用
者
㊟
）
之
所
增
補
讀
之
、
猶
頗
㊒

聖
訓
に
爽
は
ず
、
且
つ
虛
名
を
賤
に
し
、
實
用
を
貴
ぶ
こ
と
、
然
る
こ
と
を
朞
せ
ず
し
て

然
ら
ん
。
讀
む
者
典

を
仰

し
、
幸
は
く
は
忽
が
せ
に
視
る
こ
と
毋
か
れ
。）」（
（（
（

と
記

す
。「

王
侯
・
貴
人
・
大
夫
・
庶
士
」、
つ
ま
り
日
本
風
に
言
え
ば
、
上
は
德
川
將
軍

か
ら
、
諸
大
名
・
上
級
武
士
を
挾
ん
で
、
下
は
下
級
武
士
に
至
る
ま
で
の
武
士
階

級
こ
そ
が
『
孔
子
家
語
』
の
讀
者
と
し
て
想
定
さ
れ
る
の
だ
。
武
士
は
皆
す
べ
か

ら
く
『
孔
子
家
語
』
を
熱
心
に
讀
み
、
修
身
齊
家
に
務
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
、

と
言
う
の
で
あ
る
。

千

は
學
者
で
あ
る
か
ら
、『
孔
子
家
語
』
を
下
級
武
士
ま
で
含
め
た
武
士
階

級
一
般
の
修
養
の
た
め
の
書
と
位
置
づ
け
た
が
、
千

の
門
弟
で
譜
代
の

臣
で

あ
る
日
光
防
火
使
隊
長
鹽
野
光
迪
（
一
七
四
七
～
一
八
〇
六
）
は
、「
冀
王
侯
・
卿
・

大
夫
繙
閱
此
書
、
仰

聖
言
、
爲
政
以
德
、
偃
武
修
文
、
身
端
心
誠
、
以
敎
富

庶
、
則
使
天
下
國
家
㊒
益
於
治
衟
。（
冀
は
く
は
王
侯
・
卿
・
大
夫
此
書
を
繙
閱
し
、

聖
言
を
仰

し
、
政
を
爲
す
に
德
を
以
て
し
、
武
を
偃
せ
文
を
修
し
、
身
端
だ
し
く
心
誠

に
、
以
て
富
庶
に
敎
へ
ば
、
則
ち
天
下
國
家
を
し
て
治
衟
に
益
㊒
ら
し
む
。）」（
（（
（

と
論
じ

る
。
對
象
讀
者
は
よ
り
限
定
さ
れ
て
、
大
夫

ち
上
級
武
士
ま
で
と
さ
れ
た
。
爲

政
に
關
わ
る
㊮
格
と
責
任
と
を
㊒
す
る
こ
の
階
層
こ
そ
が
、『
孔
子
家
語
』
を
披

閱
し
て
孔
子
の
言

を
信
奉
し
、
德
治
・
文
治
の
要

を
學
ん
で
國
力
を

實
さ

せ
、
國
家
を
安
泰
に
導
か
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
言
う
の
だ
。『
孔
子
家
語
』
は
天

下
國
家
を
擔
う
爲
政
者
の
た
め
の
、
治
衟
に
㊒
益
な
書
物
だ
と
す
る
鹽
野
の
考
え

方
は
、
德
川
家
康
の
意
向
に
よ
り
『
孔
子
家
語
』
を
開
版
し
た
三
要
元
佶
が
『
孔

子
家
語
』
を
「
聖
人
奧
義
、
治
世
要
文
」
と
し
た
言

と
遙
か
に
呼
應
す
る
。

太
宰
は
そ
の
主

『
經
濟
錄
』
の
序
に
、「
孔
子
ノ
衟
者
、
先
王
ノ
衟
也
。
先

王
ノ
衟
ハ
、
天
下
ヲ
治
ル
衟
也
。
…
…
四
方

國
、
日
⺼
ノ
照
ス
程
ノ
地
ニ
、
聖

人
ノ
衟
ノ
行
ハ
レ
ザ
ル
處
㊒
ベ
カ
ラ
ズ
。
況
ヤ
日
本
ハ
徃
古
ヨ
リ
聖
人
ノ
衟
ヲ
用



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
五
集

二
四
二

る
。
反
面
、
篇
目
が
な
く
、
王
肅
㊟
を
は
じ
め
、
先
行
の
㊟
釋
を
朙
示
せ
ず
取
り

込
ん
だ
り
、
典
據
を
示
す
こ
と
が
少
な
い
等
、
學
術
的
は
物
足
り
な
い
印
象
を
受

け
る
。

ま
た
、
冢
田
は
序
の
中
で
『
論
語
』・『
家
語
』
對
耦
說
を
唱
え
、『
論
語
』
と

の
對
比
で
『
孔
子
家
語
』
の

難
の
歷
史
を
敍
述
す
る
が
、『
論
語
』・『
家
語
』

對
耦
說
は
太
宰
に
先
蹤
が
あ
り
、
歷
史
敍
述
は
岡
序
や
太
宰
序
の
旉
衍
で
あ
る
。

た
だ
し
、『
群
書
治
要
』
が
『
孔
子
家
語
』
を
經

の
書
物
と
し
て
『
孝
經
』・

『
論
語
』
の
次
に

錄
す
る
の
は
唐
代
に
は
『
孔
子
家
語
』
を
『
論
語
』
の
對
耦

と
し
て
尊
崇
し
て
い
た
證
據
で
あ
る
と
指

し
、
ま
た
日
本
に
は
中
國
で
は
散
佚

し
た
經
籍
が
多
く
存
續
し
、
傳
來
の
博
士
家

本
は
そ
の
一
つ
だ
と
誇
る
一
方
、

そ
れ
は
唐
代
の
王
肅
㊟
全
本
そ
の
ま
ま
で
は
な
い
と
正
確
に
考
證
し
て
お
り
、
冢

田
の
見

の
高
さ
が
窺
え
る
。

冢
田
の
『
註
孔
子
家
語
』
の
最
大
の
特
徵
は
そ
の
篇
次
に
あ
る
。
冢
註
本
は
最

終
七
篇
の
篇
次
を
卷
之
九
「
正
論
解
第
三
十
八
」・「
曲
禮
子
貢
問
第
三
十
九
」・

「
曲
禮
子
夏
問
第
四
十
」・「
曲
禮
公
西
赤
問
第
四
十
一
」、
卷
之
十
「
本
姓
解
第

四
十
二
」・「
終
記
第
四
十
三
」・「
七
十
二
弟
子
解
第
四
十
四
」
と
す
る
。
こ
の
よ

う
な
篇
次
は
朙
の
何
孟
春
本
が
創
始
し
、
朙
・

曆
一
七
年
（
一
五
八
九
）
刊
の

吳
嘉

『
孔
聖
家
語
圖
』、
朙
末
の
金
蟠
・

鼒
校
永
懷
堂
刊
本
『
孔
子
家
語
』

及
び
淸
・
雍
正
一
一
年
（
一
七
三
三
）
刊
の
姜
兆
錫
『
家
語
正
義
』
が
採
用
す
る
。

吳
嘉

本
・
金
蟠
等
校
本
・
姜
兆
錫
本
が
昌
平
坂
學
問
所
に

さ
れ
た
こ
と
は

歬
節
で
見
た
。
吳
嘉

本
と
何
孟
春
本
と
は
岡
序
で
そ
の
優
劣
が
論
じ
ら
れ
、

太
宰
序
も
何
孟
春
に
言
及
す
る
。
ま
た
姜
兆
錫
本
は
文
政
年
閒
（
一
八
一
八
～

一
八
三
〇
）
以
降
各
地
の
儒
學
者
に
盛
ん
に
利
用
さ
れ
、
姜
㊟
も
議
論
の
對
象
と

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
盛
行
ぶ
り
が
窺
え
る（
（（
（

。
何
孟
春
本
以
下
四
書
と
も
德
川
時
代

中
・
後
朞
に
日
本
に

通
し
、
冢
田
が
目
を
通
し
た
可
能
性
は
あ
る
か
ら
、
何
孟

不
曉
文
義
者
也
。
虎
也
、
少
而
讀
『
家
語
』
猶
讀
『
論
語
』。
今
而
誘
子
弟
、

亦
傳
『
家
語
』、
猶
傳
『
論
語
』。
然
爲
其
頗
㊒
不
曉
文
義
者
、
乃
以
累
年
務

而
比
諸
本

同
、

方
傳
記
及
諸
子
百
家
所
記
載
、
參
之
以
校
文
、
伍
之
以

合
義
、
從
其
多
且
穩
者
、
謹
以
修
經
文
訛
舛
、
更
私
作
訓
解
、
以
立
之
於
家

塾
、
唯
欲
使
我
黨
子
弟
益
信
之
猶
『
論
語
』、
而
永
不
失
二
『
語
』
之
耦
也

已
矣
。（
（（
（

（
我
が
黨
の
子
弟
、
二
氏
の
增
補
す
る
所
に
依
り
て
之
を
讀
む
に
、
猶
ほ
頗
る
文
義
を

曉
ら
ざ
る
者
㊒
る
な
り
。
虎
や
、
少
く
し
て
『
家
語
』
を
讀
む
こ
と
猶
ほ
『
論
語
』

を
讀
む
が
ご
と
し
。
今
に
し
て
子
弟
を
誘
ふ
に
、
亦
『
家
語
』
を
傳
ふ
る
こ
と
、
猶

ほ
『
論
語
』
を
傳
ふ
る
が
ご
と
し
。
然
れ
ど
も
其
の
頗
る
文
義
を
曉
ら
ざ
る
者
㊒
る

が
爲
に
、
乃
ち
累
年
の
務
を
以
て
し
て
諸
本
の

同
を
比
べ
、

て
傳
記
及
び
諸
子

百
家
の
記
載
す
る
所
を
方
べ
、
之
を
參
じ
て
以
て
文
を
校
べ
、
之
を
伍
し
て
以
て
義

を
合
せ
、
其
の
多
に
し
て
且
つ
穩
な
る
者
に
從
ひ
て
、
謹
ん
で
以
て
經
文
の
訛
舛
を

修
め
、
更
に
私
か
に
訓
解
を
作
り
、
以
て
之
を
家
塾
に
立
て
、
唯
だ
我
が
黨
の
子
弟

を
し
て
益
ま
す
之
を
信
ず
る
こ
と
猶
ほ
『
論
語
』
の
ご
と
く
し
て
、
永
く
二
『
語
』

の
耦
を
失
な
は
ざ
ら
し
め
ん
と
欲
す
る
の
み
。）

冢
田
は

い
時
か
ら
『
孔
子
家
語
』
を
『
論
語
』
と
同
じ
位
愛
讀
し
、
今
日
家

塾
の
弟
子
た
ち
を
誘
掖
し
て
『
論
語
』
と
同
じ
位
の
熱
心
さ
で
『
孔
子
家
語
』
を

傳
授
し
た
。
弟
子
た
ち
は
岡
補
註
や
太
宰
增
㊟
を
參
照
し
て
『
孔
子
家
語
』
を
讀

ん
だ
が
、
な
お
文
意
を
理
解
で
き
な
い
箇
所
が
多
い
た
め
、
冢
田
は
年
⺼
を
掛
け

て
校
勘
を
行
っ
て
穩
當
な
本
文
の
定
本
を
作
製
し
、
更
に
個
人
的
な
㊟
釋
ノ
ー
ト

を

作
し
て
、
家
塾
に
立
て
弟
子
た
ち
に
示
し
た
と
言
う
の
だ
。

確
か
に
、『
註
孔
子
家
語
』
を
見
れ
ば
、
家
塾
で
の
授
業
に
使
用
す
る
た
め
の

敎
科
書
と
い
う
體
裁
で
あ
る
。
♫
㊟
が
多
く
て
聲
點
が
あ
り
、
閒
違
い
や
す
い
活

用
や
助
詞
の
送
り
假
名
は
全

朙
記
さ
れ
て
お
り
、
初
學
者
に
は
相
當
親
切
で
あ



日
本
に
於
け
る
『
孔
子
家
語
』
の
受
容

二
四
三

（
一
八
〇
五
）
に
は
『
孔
子
事
跡
圖
解
』
が
、
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
に
は
山
東

京
傳
『
大
聖
傳
』
が
そ
れ
ぞ
れ
出
版
さ
れ
た（
（（
（

。

岡
白
駒
は
何
孟
春
本
の
篇
次
を
順
當
だ
と
感
じ
た
が
、
そ
の
理
由
は
彼
の
文
學

者
的
㊮
質
に
よ
る
直
感
も
あ
ろ
う
が
、
或
い
は
『
孔
子
聖
蹟
圖
』
に
親
し
ん
だ
經

驗
が
影
响
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
冢
田
虎
も
『
孔
子
聖
蹟
圖
』
に
觸
れ
る
機
會

は
少
な
く
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
冢
註
本
が
家
塾
の
子
弟
敎

の
敎
科
書
と
し

て
製
作
さ
れ
た
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、『
孔
子
聖
蹟
圖
』
に
準
據
し
た
何
孟

春
本
の
篇
次
に
從
っ
た
方
が
、
よ
り
敎

的
効
果
が
朞
待
で
き
る
と
考
え
た
と
し

て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
あ
る
い
は
勘
ぐ
れ
ば
、『
孔
子
行
狀
圖
』
以
下
三
書
の

出
版
元
は
冢
田
註
本
や
太
宰
增
㊟
本
と
同
じ
崇
山
房
で
あ
っ
た
か
ら
、
商
業
的
効

果
も
朞
待
さ
れ
た
か
も
知
れ
な
い
。

結
語

佐

坦
（
號
は
一
齋
、
一
七
七
二
～
一
八
五
九
）
の
『
初
學
課
業
次
第
』
は
、
官

立
と
私
立
と
を
問
わ
ず
當
時
の
漢
學
校
で
行
わ
れ
て
い
た
一
般
的
な
敎

課
程
を

記
し
た
手
册
で
あ
る
が
、
そ
の
「
會
讀
」
の
項
で
、「
右
ノ
書
ニ
テ
大
抵
文
義
ニ

通
ス
ル
ヤ
ウ
ニ
成
ル
ヘ
シ
」
と
し
て
列
擧
す
る
一
〇

の
書
物
の
中
に
『
孔
子
家

語
』
が
あ
る（
（（
（

。
德
川
時
代
に
は
開
祖
家
康
が
『
孔
子
家
語
』
を
重
要
視
し
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
江
戶
の
昌
平
坂
學
問
所
を
據
點
に
全
國
津
津
浦
浦
の

校
・
私
塾
に

至
る
ま
で
の
漢
學
敎

機
關
で
『
孔
子
家
語
』
を
敎

・
硏
究
す
る
共
通
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
が
整
備
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
の
敎
科
書
に
は
最
初
は
家
康
の
頒
布
し
た
伏
見
本
（
王
廣
謀
句
解
本
）

が
、
次
い
で
元
和
本
・

永
本
（
王
肅
本
）
が
使
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
後
に
は

岡
補
註
本
や
太
宰
增
㊟
本
が
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
は
、
冢
田
虎
の
私
塾

で
の
例
か
ら
知
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
㊟
釋
本
は
、
博
士
家
傳
來
の
宋
本
系
王
肅
本
と

春
本
に
直

影
响
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
が
、
い
ず
れ
の
書
に
影

响
さ
れ
た
か
は
未
詳
で
あ
る
。

冢
田
が
何
孟
春
本
系

の
篇
次
に
從
っ
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
先
に
私

は
、
何
孟
春
は
王
廣
謀
本
の
篇
次
を
王
廣
謀
の
改
竄
の
結
果
で
あ
る
と
考
え
、
王

肅
本
の

に
戾
す
目
的
で
篇
次
を
改
め
た
が
、
そ
の
際
『
孔
子
聖
蹟
圖
』
の
影
响

を
受
け
、
物
語
と
し
て
の
完
成
度
を
高
め
る
意
圖
が
あ
っ
た
、
と
推
論
し
た（
（（
（

。
す

な
わ
ち
、『
孔
子
聖
蹟
圖
』
は
孔
子
の
生
涯
を
時
閒
軸
に
沿
っ
て
圖
解
し
た
一
代

記
で
あ
り
、
孔
子
誕
生
傳
說
に
始
ま
り
臨
終
及
び
弟
子
の
服
喪
・
漢
帝
の
祭
祀
と

い
う
死
後
の
出
來
事
で

め
く
く
ら
れ
る
。
一
方
、『
孔
子
家
語
』
は
、
王
廣
謀

本
の
篇
次
で
は―

實
は
宋
本
系

の
王
肅
本
も
同
じ
篇
次
で
あ
る
が―

最
後

の
七
篇
は
構
成
に
脉
絡
が
な
く
、
卷
を
閉
じ
る
に
あ
た
り
些
か
感
興
を
削
が
れ
る

印
象
を
否
め
な
い
。
と
こ
ろ
が
何
孟
春
本
で
は
、
最
後
に
孔
子
の
生
涯
を
も
う
一

度

に
回
顧
す
る
篇
、
弟
子
た
ち
に
看
取
ら
れ
な
が
ら
迎
え
た
臨
終
の
場
面
と

弟
子
た
ち
の
服
喪
の

子
と
を
記
し
た
篇
が
順
に
配
列
さ
れ
、
さ
ら
に
最
終
篇
と

し
て
弟
子
逹
を
改
め
て
紹
介
す
る
エ
ピ
ロ
ー
グ
が
置
か
れ
て
、
物
語
と
し
て
極
め

て
効
果
的
な
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
朙
の
吳
嘉

は
『
孔
子
家
語
』
と

『
孔
子
聖
蹟
圖
』
と
を
合
體
し
『
孔
聖
家
語
圖
』
を
作
製
し
た
が
、
そ
の
際
何
孟

春
本
の
編
次
に
依
っ
た
と
述
べ
る（
（（
（

。
何
孟
春
本
と
『
孔
子
聖
蹟
圖
』
と
の
構
成
の

近
似
性
は
誰
の
目
に
も
朙
ら
か
な
の
だ
。
何
孟
春
の
改
變
の
背
後
に
『
孔
子
聖
蹟

圖
』
の
影
を
見
て
取
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。

『
孔
子
聖
蹟
圖
』
は
朙
淸
時
代
を
通
じ

行
し

な
版
本
が
作
ら
れ
、
中

國
各
地
ば
か
り
で
な
く
、
日
本
に
も
傳
播
し
た
。
慶
長
一
三
年
（
一
六
〇
八
）
に

は
早
く
も
、
張
楷
本
の
飜

が
刊
行
さ
れ
、

治
二
年
（
一
六
五
九
）
に
は
林
羅

山
解
說
の
『
聖
蹟
圖
說
諺
解
』
が
、
元
祿
四
年
（
一
六
九
一
）
に
は
『
新
刊
聖

蹟
圖
』
が
、

政
元
年
（
一
七
八
九
）
に
は
、『
孔
子
行
狀
圖
』
が
、
文
化
二
年



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
五
集

二
四
四

歬
近
代
中
國
に
於
け
る
『
孔
子
家
語
』
受
容
史
に
つ
い
て
は
、
南
澤
良
彥
「『
孔
子

家
語
』
の

傳
と
評
價
と
の
再
檢
討
」（
九
州
中
國
學
會
『
九
州
中
國
學
會
報
』

五
一
、
二
〇
一
三
年
）
を
參
照
。

（
3
）　
『
孔
子
家
語
』
關
係
の
出
土
㊮
料
硏
究
に
つ
い
て
は
、
李
學
勤
『

帛
佚
籍
與
學

術
史
』「
竹

『
家
語
』
與
漢
魏
孔
氏
家
學
」・「
八
角
廊
漢

儒
書
小
議
」（
臺
北
、

時
報
文
化
出
版
、
一
九
九
四
年
）、
楊
朝
朙
『
孔
子
家
語
通
解
』「
歬
言
：
出
土
文
獻

與
『
孔
子
家
語
』
僞
書
案
的
終
結
」（
臺
北
、

卷
樓
圖
書
、
二
〇
〇
五
年
）
等
を

參
照
。

（
4
）　

山
城
喜
憲
「
知
見
孔
子
家
語
諸
本
提
要
（
一
）・（
二
）・（
三
）」（
慶
應
義
塾
大
學

『
斯
衟
文
庫
論
集
』
二
一
・
二
二
・
二
四
、一
九
八
五
・
八
八
・
九
〇
年
）
は
日
本
所
在
の

中
國
及
び
日
本
の
『
孔
子
家
語
』
版
本
を
網
羅
的
に
調
査
し
た
書
誌
學
硏
究
で
あ

り
、
記
述
內
容
は
思
想
史
的
硏
究
に
も
極
め
て
㊒
益
で
あ
る
。

（
5
）　

原
佐
世
『
日
本
國
見
在
書
目
錄
』、『
日
本
書
目
大
成
』
第
一
卷
（
東
京
、
汲
古

書
院
、
一
九
七
九
年
）、
第
一
〇
頁
。

（
6
）　

原
佐
世
『
日
本
國
見
在
書
目
錄
』、
第
二
五
頁
。

（
7
）　

尾
崎
康
「
群
書
治
要
と
そ
の
現
存
本
」（『
斯
衟
文
庫
論
集
』
二
五
、
一
九
九
一

年
）、
第
一
二
七
～
一
二
八
頁
を
參
照
。

（
8
）　

山
城
喜
憲
「
知
見
孔
子
家
語
諸
本
提
要
（
一
）」、
第
一
九
一
頁
を
參
照
。

（
9
）　

同
㊟（
８
）。
阿

隆
一
「
金
澤
文
庫
所

鐮
倉
鈔
本
『
孝
經
正
宗
分
聞
書
考
』」

（
神
奈
川
縣
立
金
澤
文
庫
『
金
澤
文
庫
硏
究
』
通
卷
九
五
號
、
一
九
六
三
年
）、
第
六

頁
を
參
照
。

（
10
）　

同
㊟（
８
）。
足
利
學
校
遺
蹟
圖
書
館
『
足
利
學
校
珍
書
目
錄
』（
栃
木
縣
足
利
町
、

足
利
學
校
遺
蹟
圖
書
館
、
一
九
一
一
年
）、
第
三
五
頁
を
參
照
。

（
11
）　

古
活
字
版
に
つ
い
て
は
、
川
瀨
一
馬
『
古
活
字
版
之
硏
究
』
增
補
版
（
東
京
、
日

本
古
書
籍
商
協
會
、
一
九
六
七
年
）
を
參
照
。

（
12
）　

三
要
元
佶
「『
標
題
句
解
孔
子
家
語
』
跋
」、〔
元
〕
王
廣
謀
『
標
題
句
解
孔
子
家

い
う
優
良
な
る
テ
キ
ス
ト
を
底
本
に
し
て
當
代
一

の
學
者
が
全
篇
に
わ
た
っ
て

校
勘
・
㊟
釋
し
、
さ
ら
に
太
宰
㊟
を
除
く
そ
れ
ら
に
は
詳
細
な
訓
點
が
附

さ
れ

て
お
り
、
多
少
の
素
養
の
あ
る
の
も
の
な
ら
ば
、
難
解
な
漢
籍
を
日
本
の
古
典
と

し
て
容
易
く
讀
む
こ
と
を
可
能
に
し
た
。

そ
し
て
そ
の
結
果
、
德
川
時
代
に
は
『
孔
子
家
語
』
は
『
論
語
』
と
竝
ん
で
、

或
い
は
そ
れ
を
凌
駕
し
て
人
口
に
膾
炙
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
上
田
秋

成
（
一
七
三
四
～
一
八
〇
九
）
は
そ
の
隨
筆
の
中
で
、「
聖
人
」
と
あ
だ
名
さ
れ
る

人
物
の
半
可
通
を
揶
揄
し
て
、「『
家
語
』
の
孔
子
と
『
左
傳
』
の
孔
子
と
『
論

語
』
の
と
、
人
が
ち
が
ふ
や
う
な
り
」（
（（
（

と
記
す
。
漢
學
の
素
養
の
あ
る
文
人
の
文

に
『
孔
子
家
語
』
を
典
據
と
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
登
場
す
る
例
は
他
に
も
あ

る
。こ

の
よ
う
に
德
川
時
代
の
日
本
に
於
い
て
『
孔
子
家
語
』
は
正
規
の
敎

課
程

の
中
に
組
み
込
ま
れ
、
ま
た
巷
閒
誰
も
が
知
る
身
近
な
書
物
だ
っ
た
の
で
あ
り
、

身
分
の
違
い
に
よ
っ
て
そ
の
仕
方
を

に
し
な
が
ら
も
、
孔
子
の
眞
理
の
言

を

傳
え
る
書
物
と
し
て
、
あ
ま
ね
く
享
受
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

㊟
（
1
）　
〔
淸
〕
紀
昀
等
『
四
庫
全
書
總
目
』
卷
九
一
『
孔
子
家
語
』
提
要
、『
四
庫
全
書
』

文
淵
閣
本
（『
景
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
』、
臺
北
、
臺
灣
商
務
印
書
館
、
一
九
八
六

年
）、
第
四
丁
裏
～
五
丁
表
。

（
2
）　

狩
野
直
喜
『
魏
晉
學
術
考
』（
東
京
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
六
八
年
）、
第
二
七

～
二
八
頁
、
服

宇
之
吉
『
漢
文
大
系
』
二
〇
『
孔
子
家
語
』
解
題
（
東
京
、
冨

山
房
、
一
九
一
五
年
）、
第
三
～
四
頁
、
武
內
義
雄
「
讀
家
語
雜

」（『
武
內
義
雄

全
集
』
四
、
東
京
、
角
川
書
店
、
一
九
七
九
年
）、
第
三
五
〇
頁
、

原
正
『
孔

子
家
語
』
緖
言
（
東
京
、
岩
波
書
店
、
一
九
三
三
年
）、
第
六
頁
を
參
照
。
な
お
、



日
本
に
於
け
る
『
孔
子
家
語
』
の
受
容

二
四
五

（
22
）　

生
徂
徠
「

園
八
筆
」、『

園
十
筆
』、『

生
徂
徠
全
集
』
第
一
七
卷
（
東

京
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
六
年
）、
第
五
〇
七
頁
。
な
お
、
訓
讀
を
否
定
し
た
徂

徠
の
考
え
を
尊
重
し
て
、
徂
徠
の
文
は
書
き
下
し
文
で
は
な
く
、
現
代
語
譯
を
𣷹
え

る
。

（
23
）　

生
徂
徠
「

園
七
筆
」、『

園
十
筆
』、
第
四
八
六
頁
。

（
24
）　

生
徂
徠
「

園
八
筆
」、『

園
十
筆
』、
第
五
一
三
頁
。『
孔
子
家
語
』
卷
三
弟

子
行
篇
、『
四
庫
全
書
』
文
淵
閣
本
、
第
六
丁
裏
に
は
、「
滿
而
不
盈
、
實
而
如
虛
、

過
之
如
不
及
、
先
王
難
之
、
博
無
不
學
、
其
貌
恭
、
其
德
敦
、
其
言
於
人
也
、
無
所

不
信
、
其
驕
大
人
也
、
常
以
浩
浩
〈（
王
肅
㊟
）、
浩
然
志
大
。
驕
太
貌
也
。
大
人
富

貴
者
也
〉、
是
以
眉
壽
、
是
曾
參
之
行
也
。（
書
き
下
し
文
省
略
）」
と
あ
る
。

（
25
）　

風
⺼
堂
主
人
澤
文
洪
「『
補
註
孔
子
家
語
』
刊
語
」、
岡
白
駒
『
補
註
孔
子
家
語
』

（
京
都
、
風
⺼
堂
、
一
七
四
一
年
）、
封
裏
。

（
26
）　

風
⺼
堂
「『
孔
子
家
語
』
木
記
」、『
古
本
孔
子
家
語
』（
京
都
、
風
⺼
堂
、

一
七
四
二
年
）、
目
錄
末
。

（
27
）　

岡
白
駒
の
『
孔
子
家
語
』
校
定
に
つ
い
て
は
、
山
城
喜
憲
「
知
見
孔
子
家
語
諸
本

提
要
（
二
）」、
第
六
～
一
一
頁
を
參
照
。

（
28
）　

千

玄
之
『
標
箋
孔
子
家
語
』
と
高
田
彪
『
孔
子
家
語
合
㊟
諺
解
』
と
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
山
城
喜
憲
「
知
見
孔
子
家
語
諸
本
提
要
（
二
）」、
第
三
二
～
四
七
頁

及
び
第
六
九
～
七
一
頁
を
參
照
。

（
29
）　

太
宰
純
『
論
語
古
訓
外
傳
』（
江
戶
、
崇
山
房
、
一
七
四
五
年
）、
卷
六
雍
也
篇
、

第
一
一
丁
表
・
裏
。

（
30
）　

龜
井
魯
『
論
語
語
由
』
卷
六
雍
也
篇
、
第
六
四
～
六
五
頁
。
龜
井
は
、「
太
宰
純

曰｣

と
し
て
、
右
の
『
論
語
古
訓
外
傳
』
の
文

を
引
用
し
、
こ
の
よ
う
に
述
懷
す

る
。
な
お
、
太
宰
の
原
文
「
然
其
與
『
論
語
』、
足
以
相
徵
者
固
多
。
王
肅
得
而
㊟

之
」
を
、
龜
井
の
引
用
は
「
然
與
『
論
語
』
其
義
相
發
者
固
多
。
王
肅
註
而
傳
之
」

に
作
る
。

語
』（
京
都
、

眼
活
字
印
、
一
五
九
九
年
）、
卷
下
、
第
二
七
丁
。

（
13
）　

川
瀨
一
馬
『
古
活
字
版
之
硏
究
』
增
補
版
を
參
照
。

（
14
）　

西
笑
承
兌
「『
貞

政
要
』
跋
」、〔
唐
〕
吳
兢
『
貞

政
要
』（
京
都
、

眼
活
字

印
、
一
六
〇
〇
年
）、
卷
末
。

（
15
）　

三
要
元
佶
「『
七
書
』
跋
」、〔
宋
〕
闕
名
『
七
書
』（
出
版
者
不
朙
、
一
六
〇
六

年
）、
卷
末
。

（
16
）　

太
宰
純
「『
增
㊟
孔
子
家
語
』
序
」、
太
宰
純
『
增
㊟
孔
子
家
語
』（
江
戶
、
嵩
山

房
、
一
七
四
二
年
）、
卷
首
、
第
二
丁
裏
。

（
17
）　

元
和
本
に
つ
い
て
は
、
山
城
喜
憲
「
知
見
孔
子
家
語
諸
本
提
要
（
一
）」、
第

一
九
一
～
一
九
二
頁
及
び
第
二
一
八
～
二
二
二
頁
を
參
照
。
山
城
氏
は
、
元
和
本
の

底
本
を
宋

本
と
推
定
す
る
。

（
18
）　

太
宰
純
「『
增
㊟
孔
子
家
語
』
序
」、
第
三
丁
表
、「
先
君
子
空
谷
府
君
、
性
好
載

籍
。
悅
『
家
語
』、
常
置
之
座
右
。（
書
き
下
し
文
省
略
）」

（
19
）　

現
在
は
全
て
國
立
公
文
書
館
內
閣
文
庫
の
所

で
あ
る
。

（
20
）　

龜
井
魯
『
論
語
語
由
』
卷
一
八
微
子
篇
、『
龜
井
南
冥
昭
陽
全
集
』
第
一
卷
（
福

岡
、

書
房
、
一
九
七
八
年
）、
第
一
八
五
頁
、「
按
『
史
記
』
文
截
略
『
家
語
』、

朙
白
無
疑
。
維
禎
（
伊

仁
齋
）・

卿
（

生
徂
徠
）、
獨
信
『
孟
子
』、

如
『
家

語
』
何
居
。（
按
ず
る
に
『
史
記
』
の
文
は
『
家
語
』
を
截
略
せ
し
こ
と
、
朙
白
に

し
て
疑
ひ
無
し
。
維
禎
・

卿
は
、
獨
り
『
孟
子
』
を
信
じ
、『
家
語
』
を

如
す

る
は
何
に
か
居
る
。）」
書
き
下
し
文
は
原
書
の
訓
點
に
從
う
。

（
21
）　

伊

仁
齋
『
論
語
古
義
』（
京
都
、
文
會
堂
・
奎
文
堂
、
一
七
一
二
年
序
）、
卷

七
憲
問
篇
、
第
二
二
丁
裏
、「
人
當
作
仁
。
按
『
家
語
』（
致
思
篇
）
載
「
子
路
問
管

仲
之
爲
人
如
何
、
子
曰
、
仁
也
」、
則
人
字
本
仁
字
之
誤
朙
矣
。（
人
當
に
仁
に
作
る

べ
し
。
按
ず
る
に
『
家
語
』
に
載
す
、
子
路
管
仲
の
人
と
な
り
如
何
と
問
ふ
、
子
曰

く
、
仁
な
り
と
、
則
ち
人
の
字
本
と
仁
の
字
の
誤
な
る
こ
と
朙
け
し
。）」
書
き
下
し

文
は
原
書
の
訓
點
に
從
う
。



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
五
集

二
四
六

『
論
語
』
行
而
『
家
語
』
廢
。
廢
則
泯
沒
、
勢
之
所
必
然
也
。（
宋
儒
四
子
、
獨
り

『
論
語
』
を
尊
ぶ
自
り
、『
論
語
』
行
は
れ
て
『
家
語
』
廢
る
。
廢
る
れ
ば
則
ち
泯
沒

す
る
は
、
勢
の
必
ず
然
ら
し
む
所
な
り
。）」

（
48
）　

太
宰
純
「『
增
㊟
孔
子
家
語
』
序
」、
第
三
丁
裏
～
四
丁
表
。

（
49
）　

太
宰
純
「『
增
㊟
孔
子
家
語
』
序
」、
第
三
丁
表
・
裏
。

（
50
）　

以
上
、
千

玄
之
「『
標
箋
孔
子
家
語
』
序
」、『
標
箋
孔
子
家
語
』（
江
戶
、
崇
山

房
、
一
七
八
九
年
）、
卷
首
、
第
一
丁
表
～
二
丁
裏
。
書
き
下
し
文
は
原
書
の
訓
點

に
從
う
。

（
51
）　

鹽
野
光
迪
「『
標
箋
孔
子
家
語
』
跋
」、『
標
箋
孔
子
家
語
』
卷
末
、
第
二
丁
表
・

裏
。
書
き
下
し
文
は
原
書
の
訓
點
に
從
う
。

（
52
）　

太
宰
純
「『
經
濟
錄
』
序
」、『
經
濟
錄
』
卷
首
、『
日
本
思
想
大
系
』
三
七
『
徂
徠

學
派
』（
東
京
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
）、
第
八
～
九
頁
。

（
53
）　

冢
田
虎
の
事
績
は
、
高
瀨
代
次
郎
『
冢
田
百
峰
』（
東
京
、
光
風
館
書
店
、

一
九
一
九
年
）
を
參
照
。

（
54
）　

冢
田
虎
「『
註
孔
子
家
語
』
序
」、
冢
田
虎
『
註
孔
子
家
語
』（
江
戶
、
崇
山
房
、

一
七
九
二
年
）、
巻
首
、
第
五
丁
表
・
裏
。
書
き
下
し
文
は
原
書
の
訓
點
に
從
う
。

（
55
）　

山
城
喜
憲
「
知
見
孔
子
家
語
諸
本
提
要
（
二
）」、
第
二
五
頁
は
、
文
政
年
閒
以

後
、
姜
㊟
は
日
本
の
儒
學
者
に
少
な
か
ら
ぬ
影
响
を
及
ぼ
し
た
、
と
指

す
る
。

（
56
）　

南
澤
良
彥
「『
孔
子
家
語
』
の

傳
と
評
價
と
の
再
檢
討
」、
第
八
～
一
〇
頁
を
參

照
。

（
57
）　
〔
朙
〕
吳
嘉

「『
家
語
圖
』
凡
例
」、
吳
嘉

『
孔
聖
家
語
圖
』、『
中
國
古
代

版
畫
叢
刊
二
編
』
第
三
輯
（
上
海
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）、
第
一
八

頁
、「
篇

次
序
、
今
依
何
孟
春
氏
編
次
」。
吳
嘉

『
孔
聖
家
語
圖
』
と
『
孔
子
聖

蹟
圖
』
と
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
楊
文
歡
「
朙
・
吳
嘉

『
孔
聖
家
語
圖
』
と
朙
代

の
出
版
」（
九
州
大
學
中
國
文
學
會
『
中
國
文
學
論
集
』
四
〇
、二
〇
一
一
年
）
を
參

照
。

（
31
）　

安
井
衡
所
引
の
毛
奇
齡
の
文

は
其
の
『
論
語
稽
求
篇
』
卷
五
に
、
翟
灝
の
文

は
其
の
『
四
書
考

』
に
そ
れ
ぞ
れ
見
え
る
。

（
32
）　

安
井
衡
『
論
語
集
說
』（
京
都
、
勝
村
治
右
衞
門
他
、
一
八
七
二
年
）、
卷
四
、
第

七
丁
裏
。
書
き
下
し
文
は
原
書
の
訓
點
に
從
う
。

（
33
）　

安
井
衡
の
『
孔
子
家
語
』
評
價
は
、
金

懿
「
安
井
息
軒
の
經
典
㊟
釋
法
に
つ
い

て―
『
論
語
集
說
』
を
中
心
に
」（
九
州
大
學
中
國
哲
學
硏
究
會
『
中
國
哲
學
論
集
』

二
五
、一
九
九
九
年
）
を
參
照
。

（
34
）　

原
善
『
先
哲
叢
談
』（
京
都
、
朝
倉
八
右
衞
門

、
一
八
一
六
年
）、
卷
七
岡
白
駒

傳
、
第
一
五
丁
裏
～
一
六
丁
表
。
書
き
下
し
文
は
原
書
の
訓
點
に
從
う
。

（
35
）　

岡
百
駒
の
事
績
は
、
原
善
『
先
哲
叢
談
』
卷
七
岡
白
駒
傳
、
山
城
喜
憲
「
知
見
孔

子
家
語
諸
本
提
要
（
二
）」、
第
二
～
一
三
頁
を
參
照
。

（
36
）　

岡
白
駒
「『
補
註
孔
子
家
語
』
序
」、『
補
註
孔
子
家
語
』
篇
目
、
第
四
丁
裏
。

（
37
）　

岡
白
駒
『
補
註
孔
子
家
語
』
卷
九
・
七
十
二
弟
子
解
篇
、
題
目
㊟
。

（
38
）　

以
上
す
べ
て
岡
白
駒
「『
補
註
孔
子
家
語
』
序
」、
第
四
丁
表
・
裏
に
見
え
る
。

（
39
）　
〔
朙
〕
何
孟
春
「『
孔
子
家
語
』
序
」、
何
孟
春
註
『
孔
子
家
語
』
卷
首
、『
四
庫
全

書
存
目
叢
書
』
子

一
（
臺
南
、

嚴
文
化
事
業
㊒
限
公
司
、
中
國
歷
史
博
物
館

朙
正
德
十
六
年

本
影
印
本
、
一
九
九
五
年
）、
第
三
頁
。

（
40
）　

山
城
喜
憲
「
知
見
孔
子
家
語
諸
本
提
要
（
二
）」、
第
五
～
六
頁
を
參
照
。

（
41
）　

風
⺼
堂
主
人
澤
文
拱

語
、『
補
註
孔
子
家
語
』
表
題
、
題
字
左
。

（
42
）　

太
宰
純
の
事
績
は
、
原
善
『
先
哲
叢
談
』
卷
六
太
宰
純
傳
を
參
照
。

（
43
）　

太
宰
純
「『
論
語
古
訓
』
序
」、『
論
語
古
訓
』（
江
戶
、
崇
山
房
、
一
七
九
二
年
再

版
〈
初
版
一
七
三
九
年
〉）、
卷
首
、
第
一
丁
表
・
裏
。

（
44
）　

山
城
喜
憲
「
知
見
孔
子
家
語
諸
本
提
要
（
二
）」、
第
二
九
～
三
二
頁
を
參
照
。

（
45
）　

太
宰
純
「『
增
㊟
孔
子
家
語
』
序
」、
第
一
丁
表
・
裏
。

（
46
）　

太
宰
純
「『
增
㊟
孔
子
家
語
』
序
」、
第
一
丁
裏
～
二
丁
表
。

（
47
）　

岡
白
駒
「『
補
註
孔
子
家
語
』
序
」、
第
四
丁
裏
、「
自
宋
儒
四
子
、
獨
尊
『
論
語
』、



日
本
に
於
け
る
『
孔
子
家
語
』
の
受
容

二
四
七

（
58
）　
『
孔
子
聖
蹟
圖
』
に
つ
い
て
は
、
加
地
伸
行
『
孔
子
畫
傳　

聖
蹟
圖
に
見
る
孔
子

浪
の
生
涯
と
敎
え
』（
東
京
、
集

社
、
一
九
九
一
年
）、
竹
村
則
行
「
近
世
の
中

國
・
朝
鮮
・
日
本
に
傳
播
し
た
『
孔
子
聖
蹟
圖
』」、
森
川
雅
彥
等
編

『
東
ア
ジ
ア

世
界
の
交

と
變
容
』（
福
岡
、
九
州
大
學
出
版
會
、
二
〇
一
一
年
）
を
參
照
。

（
59
）　

佐

坦
『
初
學
課
業
次
第
』（
出
版
者
不
朙
、
一
八
五
二
年
）、
第
二
丁
表
。
一
〇

の
書
物
は
順
に
『
小
學
』・『
十
八
史
略
』・『
孔
子
家
語
』・『
大
戴
禮
』・『
說

』・

『
新
序
』・『

求
』・『
春
秋
左
氏
傳
』・『
國
語
』・『
史
記
』
で
あ
る
。
德
川
時
代

の
漢
學
校
敎
學
課
程
に
つ
い
て
は
、
古
田
東

「
江
戶
期
漢
學
學
習
方
法
覺
書—

『
初
學
課
業
次
第
』
を
め
ぐ
っ
て
」（
全
國
大
學
國
語
敎

學
會
『
國
語
科
敎

』

三
、一
九
五
六
年
）
を
參
照
。

（
60
）　

上
田
秋
成
『
膽
大
小
心
錄
』、『
日
本
古
典
文
學
大
系
』
五
六
『
上
田
秋
成
集
』（
東

京
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
九
年
）、
第
三
六
八
頁
。


